
目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 123,748 128,456 109,530 0(9)

 予算 人件費 65,163 65,424 65,424 0
 (千円)

合　計 188,911 193,880 174,954 0

事業費 103,200(10)

 実績値 人件費 65,163
 (千円)

合　計 168,363

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

学びたいときに学べる学習機会の充実 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 51101

コード 主管部課 生涯学習課

(2)上位の政策 生涯学習機会の充実 図書館

   (基本計画の節)

誰でも、いつでも、どこでも学べるように、学習の場と機
関係課

会の充実をすすめます。また、学習で得た知識を社会にい
(3)節の目的

かすためのしくみを充実し、まちづくり活動として発展し

ていくように支援します。

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラ

リーなどの学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実

に努めます。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

市民
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

学習サービスが充実し、学びたいときに学ぶことができる。
どういう状態に

ニーズを踏まえた学習機会を充実させるとともにより多くの市民に学んでもらえるよう、様々な主

体と連携しながら学習情報の効果的な発信に努めていく必要がある。

(6)施策実施上の

　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①生涯学習出前講座の受講 約２５０のメニューがある生涯学習出前講座の受講生が増えることで、学習機会の充実度が判断で

者数 きるため。

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 3,000 3,000 3,100 3,100

実績値 人 721

達成率 24.03

②

目標値

実績値

達成率

③



構

等

常　□なし

現況値 0 目

利

標値 96 事業費(千円

用

) 正職員人件費(千円

件

)
単位 ％

実績値 0 達成

数

率 0.00 予算額 2,

政

368 0

事務事業の施

策

策への貢献度 ●高い 

・

○普通 ○低い 評価 現

経

状 実績値 2,244 0

常

事務事業のあり方（事

成

□

業の優先度、事業の縮

政

小や拡充等、新たな事

策

業展開など）

我孫子に

　

関わる人々との連携に

■

よって学ぶ喜び、科学

経

する楽しさ、発見する

常

喜び等を味わえる体験

　

学習の場となっており

□

、参加者の

満足度も高

な

くなっている。

す

し

現況値 24

事務事業名 カウンター

3

サービス（貸出・返却

目

・予約・案内・調べも

標

の・配架等） 課　名 図

値

書館

指　標 相談業務受

る

3

付件数 政策・経常 □政

0

策　■経常　□なし

現

0

況値 32,836 目標

事

値 32,900 事業費

業

(千円) 正職員人件費

費

(千円)
単位 件

実績値

(

26,396 達成率 8

千

0.23 予算額 57,

円

993 34,278

事

)

務事業の施策への貢献

事

正

度 ●高い ○普通 ○

職

低い 評価 現状 実績値 5

員

7,274 34,27

人

8

事務事業のあり方（

件

事業の優先度、事業の

費

縮小や拡充等、新たな

(

事業展開など）

今後も

千

資料費の確保に努めな

円

がら必要な資料を選定

)

し、市民が学びたいと

務

単

きに学べる学習機会の

位

充実に必要な事業であ

件

るため引き続

き推進し

実

ていく。

績値 40 達

事務事

成

業名 ハンディキャップ

事

率

サービス（図書館利用

1

に障害がある方へのサ

3

ービス 課　名 図書館

指

.

　標 宅配、郵送、対面

3

朗読各サービス年間利

3

用件数（合計） 政策・

予

経常 □政策　■経常　

算

□なし

現況値 1,18

額

5 目標値 1,190 事

2

業費(千円) 正職員人

業

4

件費(千円)
単位 件

実

2

績値 1,296 達成率

8

108.91 予算額 1

7

,040 2,610

事

0

務事業の施策への貢献

事

度 ●高い ○普通 ○

務

低い 評価 現状 実績値 9

事

73 2,610

事務事

業

業のあり方（事業の優

の

先度、事業の縮小や拡

施

充等、新たな事業展開

策

など）

様々なハンディ

へ

キャップがある市民の

の

「知る権利」を保障す

貢

るためにも、PR等の

献

工夫をして一層の利用

度

促進に努めていく。

○高い ○普

事務事業名 施設・

通

団体への貸出サービス

 

課　名 図書館

指　標 年

●

間団体貸出冊数 政策・

低

経常 □政策　■経常　

い

□なし

現況値 32,3

評

96 目標値 32,41

価

0 事業費(千円) 正職

縮

員人件費(千円)
単位

小

冊
実績値 15,800

実

達成率 48.75 予算

績

額 967 2,436

事

値

務事業の施策への貢献

2

度 ●高い ○普通 ○

0

低い 評価 縮小 実績値 9

0

27 2,436

事務事

8

業のあり方（事業の優

7

先度、事業の縮小や拡

0

充等、新たな事業展開

事

など）

市民の学習機会

務

を充実させるために、

事

本事業は必要である。

業のあり方（

事務事業名 移動

事

図書館業務(委託) 課

業

　名 図書館

指　標 移動

の

図書館巡回ステーショ

優

ン年間貸出冊数合計 政

先

策・経常 ■政策　■経

度

常　□なし

現況値 21

、

,781 目標値 21,

事

800 事業費(千円)

業

正職員人件費(千円)

の

単位 冊
実績値 19,9

縮

65 達成率 91.58

小

予算額 30,281 1

や

,827

事務事業の施

拡

策への貢献度 ●高い 

充

○普通 ○低い 評価 現

等

状 実績値 11,277

、

1,827

事務事業の

新

あり方（事業の優先度

た

、事業の縮小や拡充等

な

、新たな事業展開など

事

）

市内３地区の図書館

業

に来館困難な市民の学

展

習機会を保証するため

開

に重要な事業であるた

な

め、今後も引き続き推

ど

進していく。市と受託

）

業者が定期的に綿密に

家

打ち合わせをし、きめ

電

細やかなサービス提供

製

に努める。令和２年度

品

に新ステーション開設

や

をした。

インターネットが一般家庭に普及したことで、視聴覚教材や機材の貸出の需要は減少傾向にある。そのため、現在所管す

る教材や機材について選り分け、維持費等の負担を軽減する必要がある。

事務事業名 出前講座の運営 課　名 生涯学習課

指　標 出前講座メニュー利用者数 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 3,355 目標値 3,500 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 人

実績値 721 達成率 20.60 予算額 1,205 1,740

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 1,152 1,740

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

生涯学習推進のため、市の様々な事業を市民に理解してもらうととに、市民同士の親睦を深めることにつながるため必要不可欠であ

る。

事務事業

施

事

名 保育スタッフによる

務

一時保育事業 課　名 生

事

涯学習課

指　標 保育利

業

用者数 政策・経常 □政

名

策　■経常　□なし

現

視

況値 23 目標値 235

聴

事業費(千円) 正職員

覚

人件費(千円)
単位 人

機

実績値 107 達成率 2

材

19.63 予算額 93

策

等

9 3,045

事務事業

の

の施策への貢献度 ●高

貸

い ○普通 ○低い 評

出

価 現状 実績値 851 3

課

,045

事務事業のあ

　

り方（事業の優先度、

名

事業の縮小や拡充等、

生

新たな事業展開など）

涯

育児への支援となるた

学

め現状のまま維持する

を

習

必要がある。

課

指　標 視

事

聴

務事業名 アビコでなん

覚

でも学び隊 課　名 生涯

機

学習課

指　標 満足度 政

材

策・経常 □政策　■経



構

標 出前講

事務事業名

座

児童へのサービス 課　

及

名 図書館

指　標 文字活

び

字文化の日（関連事業

職

）よむよむラリーのゴ

員

ール数 政策・経常 □政

派

策　■経常　□なし

現

成

遣

況値 1,259 目標値

先

1,265 事業費(千

、

円) 正職員人件費(千

出

円)
単位 枚

実績値 2,

張

155 達成率 170.

お

36 予算額 4,975

は

8,961

事務事業の

な

施策への貢献度 ●高い

し

 ○普通 ○低い 評価

会

現状 実績値 4,851

す

、

8,961

事務事業の

離

あり方（事業の優先度

乳

、事業の縮小や拡充等

食

、新たな事業展開など

教

）

子どもが言葉を学び

室

、感性を磨き、表現力

で

を高め、想像力を豊か

の

にし、人生をより深く

読

生きる力を見につけて

み

いく上で、読書活動は

る

聞

欠くことのできないも

か

のであるため、専門職

政

を中心に、よい本を選

策

び提供していくことが

・

必要である。

経常 □政策

事

　■経常　□なし

現況

務

値 8 目標値 30 事業費

事

(千円) 正職員人件費

業

(千円)
単位 件

実績値 8 達成率 26.67 予算額 147 2,001

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 49 2,001

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

市民が集まる場所に出向き図書館案内や絵本の読み聞かせなどを行うことにより、より多くの市民が読書への関心を持ち、図書館を

利用するきっかけになるため、重要な事業である。

事務事業名 成人・青少年へのサービス 課　名 図書館

指　標 年間貸出利用者数（１２歳以下・団体利用は除く） 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 240 目標値 248 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 千人

実績値 168 達成率 67.74 予算額 22,705 6,873

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 22,554 6,873

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

１３歳以上の利用者は全体の約９０％をしめており、この層の利用満足度は、図書館全体の満足度につながるため事業の優先度は高

い。

施

事務事

事務事業名

業

郷土行政資料サービス

名

課　名 図書館

指　標 郷

読

土行政資料（我孫子資

書

料・千葉県資料）の年

普

間貸出冊数 政策・経常

及

□政策　■経常　□な

活

し

現況値 2,967 目

策

動

標値 3,400 事業費

（

(千円) 正職員人件費

講

(千円)
単位 冊

実績値

師

2,824 達成率 83

派

.06 予算額 886 5

遣

22

事務事業の施策へ

・

の貢献度 ●高い ○普

出

通 ○低い 評価 現状 実

前

績値 848 522

事務

講

事業のあり方（事業の

を

座

優先度、事業の縮小や

）

拡充等、新たな事業展

課

開など）

地域資料を収

　

集・保存・提供するこ

名

とは、市立図書館にお

図

ける大きな役割である

書

ため今後も欠かすこと

館

ができないサービスで

指

ある

　



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

市民一人ひとりが充実した人生を過ごすためにも、また、学んだ 学びたい時に学べるように学習環境を整えることで、市民生活の

成果を人づくりやまちづくりに活かしてもらうためにも、ニーズ 向上やまちづくり活動の活発化などにつながっていくことが期待

を捉え、生涯学習センターをはじめとした様々な学習施設を活用 できる。

しながら、市民が学びたい時に学べる環境を整えていくことが大

切である。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、社会教育 安全を最優先に考えながら、施策を推進することができた。人生

施設について一部休館や時間短縮を行ったことで、各種イベント のどのライフステージでも学ぶことができるよう、引き続き効率

等についても中止や延期をせざるを得なかった。しかし、各施設 的効果的な手法をとりながら学習環境を整えていく。

において、感染予防を徹底しながら、市民団体や事業者、大学、

研究機関などと連携し講座や教室、イベントの一部を実施するこ

とができ、学びたい時に学べる学習機会の充実を図ることができ

た。

今後も感染が収束した際には、様々な主体と連携をとりながら引

き続き学びたい時に学べる機会を充実させ、市民の学習につなが

るよう努めていく。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



実績値

①

目標値 40 40 50 50

実績値 件 34

達成率 85.00

②

目標値 7.4 7.4 7.4 7.4

実績値 冊 5.2

達成率 70.27

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 20,430 19,309 20,152 0(9)

 予算 人件費 28,188 31,668 31,668 0
 (千円)

合　計 48,618 50,977 51,820 0

事業費 18,505(10)

 実績値 人件費 28,188
 (千円)

合　計 46,693

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

人づくり・まちづくりにつながる学習 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 51102

活動の支援 コード 主管部課 生涯学習課

(2)上位の政策 生涯学習機会の充実 図書館

   (基本計画の節) 企画課

誰でも、いつでも、どこでも学べるように、学習の場と機
関係課

会の充実をすすめます。また、学習で得た知識を社会にい
(3)節の目的

かすためのしくみを充実し、まちづくり活動として発展し

ていくように支援します。

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題な

どをテーマとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的

な学習活動を支援します。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

地域のまちづくりを担う人材
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

多数育成されている。
どういう状態に

時代の変化や地域の課題に対応した学習事業の成果を確認し、学習事業に反映していく必要がある

。

(6)施策実施上の

　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①生涯学習課・図書館・鳥 市民や団体が行う学習活動やまちづくり活動との共催や後援は、人づくり・まちづくりにつながる

の博物館の共催・後援数 学習活動の支援であるため。

②市民一人あたりの図書等 図書等の貸出冊数を把握することで、市民の自主的な学習活動の活発度が判断できるため。

の貸出冊数

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と



構

来

子育て環境の変化を受

場

け、働いている方が育

者

児休暇を取っていて参

数

加しやすい時期でも

の前年度比（

事務事業名 公民館

成

2

連絡協議会事務 課　名

0

生涯学習課

指　標 千葉

2

県公民館研究大会の参

0

加者数 政策・経常 □政

年

策　■経常　□なし

現

度

況値 0 目標値 324 事

の

業費(千円) 正職員人

来

件費(千円)
単位 人

実

場

績値 0 達成率 0.00

者

予算額 863 435

事

す

数

務事業の施策への貢献

／

度 ○高い ●普通 ○

2

低い 評価 現状 実績値 8

0

51 435

事務事業の

1

あり方（事業の優先度

9

、事業の縮小や拡充等

政

、新たな事業展開など

策

）

東葛飾地区公民館連

・

絡協議会への参画は必

経

要であり今後も継続す

る

常

るが、千葉県公民館連

■

絡協議会への参画は再

政

検討の必要がある。

策　■経常　

事務事業名 家庭教

□

育学級 課　名 生涯学習

事

な

課

指　標 受講者満足度

し

(家庭教育の大切さを

現

感じ、実践した受講生

況

の割合） 政策・経常 □

値

政策　■経常　□なし

1

現況値 70 目標値 75

0

事業費(千円) 正職員

0

人件費(千円)
単位 %

目

実績値 0 達成率 0.0

標

0 予算額 1,061 1

務

値

,305

事務事業の施

1

策への貢献度 ●高い 

1

○普通 ○低い 評価 現

0

状 実績値 922 1,3

事

05

事務事業のあり方

業

（事業の優先度、事業

費

の縮小や拡充等、新た

(

な事業展開など）

受講

千

者が学習内容を家庭や

円

地域で実践することに

事

)

より、人づくり、まち

正

づくりという施策の実

職

現に貢献している。

年

員

間の学習活動を通じて

人

参加者同士の交流を図

件

り、自主的な活動へ繋

費

がるよう、学級運営の

(

工夫に努めながら、推

千

進していく。

円

業

)
単位 ％

事

実

務事業名 熟年備学 課　

績

名 生涯学習課

指　標 学

値

習内容に関心を持った

8

学級生の割合 政策・経

6

常 □政策　■経常　□

達

なし

現況値 0 目標値 0

成

事業費(千円) 正職員

率

人件費(千円)
単位 %

7

実績値 0 達成率 0 予算

8

額 1,638 435

事

.

務事業の施策への貢献

1

度 ●高い ○普通 ○

8

低い 評価 現状 実績値 1

予

,532 435

事務事

算

業のあり方（事業の優

額

先度、事業の縮小や拡

2

充等、新たな事業展開

,

など）

高齢化が進む中

2

で実りある豊かな高齢

4

期を迎えるための備え

6

が必要なため、今後も

2

継続して実施していく

,

必要がある。

436

事務

事

事

務事業名 長寿大学 課　

業

名 生涯学習課

指　標 地

の

域活動への意識割合 政

施

策・経常 □政策　■経

策

常　□なし

現況値 75

へ

目標値 75 事業費(千

の

円) 正職員人件費(千

貢

円)
単位 %

実績値 75

献

達成率 100.00 予

度

算額 6,808 6,0

○

90

事務事業の施策へ

高

の貢献度 ●高い ○普

い

通 ○低い 評価 現状 実

 

績値 6,434 6,0

●

90

事務事業のあり方

普

（事業の優先度、事業

通

の縮小や拡充等、新た

 

な事業展開など）

地域

○

活動等に人材を輩出す

低

るなど、目的を果たし

い

ており、継続学級が立

評

ち上がるなど人づくり

価

、まちづくりに貢献し

現

ていることから

、今後

状

も継続して実施してい

実

く必要がある。

績値 1,51

事務事業名 図書館会議

8

室及び展示スペースの

2

提供 課　名 図書館

指　

,

標 布佐分館会議室の利

4

用回数（年間） 政策・

3

経常 □政策　■経常　

6

□なし

現況値 101 目

事

標値 102 事業費(千

務

円) 正職員人件費(千

事

円)
単位 回

実績値 26

業

達成率 25.49 予算

の

額 166 1,914

事

あ

務事業の施策への貢献

り

度 ○高い ●普通 ○

方

低い 評価 現状 実績値 1

（

59 1,914

事務事

事

業のあり方（事業の優

業

先度、事業の縮小や拡

の

充等、新たな事業展開

優

など）

市民の自主的な

先

学習機会の発表の場を

度

提供するために今後も

、

継続すべき事業である

事

。

業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

戦争や原爆の記憶を次の世代に伝え、多くの市民に平和の尊さを考えてもらえるよう、我孫子市平和事業推進市民会議等と連携して

事業を推進する。

事務事業名 成人式 課　名 生涯学習課

指　標 成人式への出席率 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 68 目標値 70 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 ％

実績値 72 達成率 102.86 予算額 3,839 7,395

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 3,694 7,395

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

新成人が自立し、大人の社会へ仲間入りすることを自覚するためのひとつの区切りとして成人式を開催し、合わせて地域への愛着を

感じてもらえるような企画を計画し、人づくり、まちづくりに貢献できる事業として、今後も継続して事業を推進していく。

施

事務事業名

事務事業名 のびのび親

平

子学級 課　名 生涯学習

和

課

指　標 受講者満足度

事

政策・経常 □政策　■

業

経常　□なし

現況値 1

の

00 目標値 85 事業費

策

実

(千円) 正職員人件費

施

(千円)
単位 %

実績値

課

100 達成率 117.

　

65 予算額 3,107

名

1,740

事務事業の

企

施策への貢献度 ●高い

画

 ○普通 ○低い 評価

課

現状 実績値 2,719

指

1,740

事務事業の

　

あり方（事業の優先度

を

標

、事業の縮小や拡充等

派

、新たな事業展開など

遣

）

子育て支援事業が充

中

実し、当学級と並行し

学

て参加している受講者

生

が多数いる。また、幼

発

稚園のプレ保育は何か

表

所も申し込みが可能で

会

あるなど、受け皿も増

の

えている。こうした、



構

セス数 政策・経常 □政

成

策　■経常　□なし

現

す

況値 1,374 目標値

る

1,375 事業費(千

事

円) 正職員人件費(千

務

円)
単位 千件

実績値 1

事

,061 達成率 77.

業

16 予算額 343 5,568

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 332 5,568

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

図書館ホームページを利用したインターネットサービスは、利用者の利便性の向上及び図書館業務の簡素化に寄与しており、今後も

利用促進を図りながら継続すべき事業である。

事務事業名 実習生受入れ・施設見学（一般・児童・生徒） 課　名 図書館

指　標 アビスタ探検隊参加者・図書館見学等参加者・実習生受入人数の合計 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 253 目標値 1,110 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 人

実績値 253 達成率 22.79 予算額 359 870

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 344 870

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

職業体験や施設見学を行うことにより、将来の進路や職業選択の参考となるよう市民を支援していくことは、公共施設の重要な任務

である。

施

事務事業名 図書館ＰＲ

策

課　名 図書館

指　標 ホ

を

ームページの年間アク



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

市民との協働によるまちづくりの推進が求められている中、社会 市民が、社会的関心の高いテーマや地域の課題を学習し、学んだ

や地域の課題に関する学習事業を実施するなど、学んだ成果を地 成果を社会や地域に還元できる人材を発掘・育成していくことで

域や社会に還元できる人材を育成し、まちづくりにつながるよう 、市民との協働によるまちづくりの進展が期待できる。

に努めることが必要である。そのためにも、社会教育主事資格を

持つ職員を中心とした支援体制の強化を図っていく。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、各種講座や学 各種講座・学級を安全を確保しながら実施し、人づくり、まちづ

級、施設の休館や時間短縮などを行ったが、図書館による図書の くりにつながる学習支援を行えたと考える。継続的な取り組みが

貸出や公民館の学級や講座などを通じて、社会や地域に自分の力 結果に表れるため、引き続き施策を推進していく。

を還元できる人材の育成・発掘、つなぎを行うことができた。人

づくり・まちづくりは着実な取組が必要であり、引き続き様々な

主体と連携をしながら効率的効果的に学習活動の支援を行ってい

く必要がある。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



  と実績値

①

目標値 560,000 565,000 570,000 575,000

実績値 人 259,113

達成率 46.27

②

目標値

実績値

達成率

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 201,990 317,376 324,724 0(9)

 予算 人件費 45,762 54,027 54,027 0
 (千円)

合　計 247,752 371,403 378,751 0

事業費 189,449(10)

 実績値 人件費 45,762
 (千円)

合　計 235,211

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

学習施設の整備・充実 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 51103

コード 主管部課 生涯学習課

(2)上位の政策 生涯学習機会の充実 図書館

   (基本計画の節) 鳥の博物館

誰でも、いつでも、どこでも学べるように、学習の場と機
関係課

会の充実をすすめます。また、学習で得た知識を社会にい
(3)節の目的

かすためのしくみを充実し、まちづくり活動として発展し

ていくように支援します。

学習する場の充実を図るため、公民館や図書館、鳥の博物館、白樺文学館などの施設の充実や、学

習の拠点施設の整備を計画的に進めるとともに、学校施設など既存施設の有効活用を推進し、身近

な場所で学習ができるようにします。また、湖北地区図書館の整備については、湖北台地区に立地

(4)施策の目的・展開方向 し、老朽化への対応が急がれるその他の公共施設と合わせて、引き続き検討していきます。

いつまでに 令和 3年度

学習施設
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

計画的な整備・充実が図られ、有効活用されている。
どういう状態に

限られた財源の中で対応していかなければならないため、改修や修繕の手法を検討するなど工夫を

していく必要がある。

(6)施策実施上の

　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①アビスタ（公民館・図書 アビスタは市の生涯学習の核となる施設であり、これにより市の施設の魅力度が判断ができる。

館）の年間利用者数

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

 



構

常

(千円)
単位 人

実績値

□

287 達成率 82.0

政

0 予算額 977 870

策

事務事業の施策への貢

　

献度 ○高い ●普通 

■

○低い 評価 現状 実績値

経

166 870

事務事業

常

のあり方（事業の優先

　

度、事業の縮小や拡充

□

等、新たな事業展開な

成

な

ど）

市民と協働した博

し

物館を目指すために、

現

本事業の優先度は高い

況

と考えられる。

値 16,13

事務事業名 常設展示リ

す

2

ニューアル 課　名 鳥の

目

博物館

指　標 文献等資

標

料数 政策・経常 □政策

値

　□経常　■なし

現況

3

値 60 目標値 60 事業

7

費(千円) 正職員人件

,

費(千円)
単位 点

実績

0

値 60 達成率 100.

0

00 予算額 0 348

事

0

務事業の施策への貢献

る

事

度 ○高い ●普通 ○

業

低い 評価 現状 実績値 0

費

348

事務事業のあり

(

方（事業の優先度、事

千

業の縮小や拡充等、新

円

たな事業展開など）

鳥

)

の博物館の展示を更新

正

する事業であり、優先

職

度が高い。

員

事

人件費(

事務

千

事業名 地域交流教室の

円

管理・運営 課　名 生涯

)

学習課

指　標 地域交流

単

教室の利用率（総使用

位

コマ数／使用可能コマ

人

数） 政策・経常 □政策

務

実

　■経常　□なし

現況

績

値 32 目標値 50 事業

値

費(千円) 正職員人件

1

費(千円)
単位 ％

実績

6

値 0 達成率 0.00 予

,

算額 274 2,175

1

事務事業の施策への貢

3

献度 ○高い ●普通 

2

○低い 評価 現状 実績値

達

260 2,175

事務

事

成

事業のあり方（事業の

率

優先度、事業の縮小や

4

拡充等、新たな事業展

3

開など）

地域交流教室

.

利用者と子どもとの交

6

流のために、利用する

0

機会を増やす検討が必

予

要。

算額

業

4,3

事務事業名

5

施設管理事務 課　名 生

2

涯学習課

指　標 予定保

8

守管理執行率 政策・経

7

常 ■政策　■経常　□

0

なし

現況値 100 目標

事

値 100 事業費(千円

務

) 正職員人件費(千円

事

)
単位 %

実績値 100

業

達成率 100.00 予

の

算額 93,849 10

施

,005

事務事業の施

策

策への貢献度 ●高い 

へ

○普通 ○低い 評価 現

の

状 実績値 83,402

貢

10,005

事務事業

献

のあり方（事業の優先

度

度、事業の縮小や拡充

●

等、新たな事業展開な

高

ど）

今後も適正な施設

い

の整備、充実を行える

 

ように一層の努力をし

○

ていきたい。

我孫子市

普

公民館長寿命化計画に

通

沿った施設修繕のため

 

、必要十分な予算の確

○

保が今後の課題である

低

。

い 評価 現状

事務事業名 湖

実

北地区公民館の運営 課

績

　名 生涯学習課

指　標

値

1年間の延べ利用者数

4

政策・経常 ■政策　■

,

経常　□なし

現況値 1

2

72,238 目標値 1

6

75,000 事業費(

4

千円) 正職員人件費(

8

千円)
単位 人

実績値 4

7

8,725 達成率 27

0

.84 予算額 51,4

事

02 2,610

事務事

務

業の施策への貢献度 ●

事

高い ○普通 ○低い

業

評価 現状 実績値 52,

の

497 2,610

事務

あ

事業のあり方（事業の

り

優先度、事業の縮小や

方

拡充等、新たな事業展

（

開など）

我孫子市の東

事

側をカバーする生涯教

業

育施設として、市民の

の

学習機会を確保する役

優

割を果たしている。

先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

博物館の教育普及事業の根幹であり、優先度が高い。今後はオンラインでの情報発信や学習機会の提供をさらに推進する。

事務事業名 企画展の実施 課　名 鳥の博物館

指　標 来館者数 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 16,132 目標値 37,000 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 人

実績値 16,132 達成率 43.60 予算額 2,884 870

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 3,107 870

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

鳥の博物館の教育普及事業の中でもっとも重要な事業であり、優先度が高い。

事務事業名 博物館施設設備の維持管理 課　名 鳥の博物館

指　標 入館者数 政策・経常 ■政策　■経常　□なし

現況値 16,132 目標値 37,000 事業費(

施

事

千円) 正職員人件費(

務

千円)
単位 人

実績値 1

事

6,132 達成率 43

業

.60 予算額 15,6

名

30 1,566

事務事

常

業の施策への貢献度 ●

設

高い ○普通 ○低い

展

評価 現状 実績値 14,

の

123 1,566

事務

充

事業のあり方（事業の

策

実

優先度、事業の縮小や

課

拡充等、新たな事業展

　

開など）

公共施設の維

名

持管理を行い、安心し

鳥

て来館できる施設にす

の

ることは必要である。

博物館

指

を

　標

事務事業名 友の

来

会・市民スタッフの活

館

動支援 課　名 鳥の博物

者

館

指　標 友の会・市民

数

スタッフの登録人数 政

政

策・経常 □政策　■経

策

常　□なし

現況値 28

・

9 目標値 350 事業費

経

(千円) 正職員人件費



構

及び館内検索

事務事業名 図書館の

コ

整備 課　名 図書館

指　

ン

標 館内会議における進

ピ

行管理報告と見直しの

ュ

協議 政策・経常 □政策

成

ー

　■経常　□なし

現況

タ

値 0 目標値 3 事業費(

か

千円) 正職員人件費(

ら

千円)
単位 回

実績値 2

の

達成率 66.67 予算

予

額 0 435

事務事業の

約

施策への貢献度 ○高い

（

 ●普通 ○低い 評価

リ

現状 実績値 0 435

事

ク

務事業のあり方（事業

す

エ

の優先度、事業の縮小

ス

や拡充等、新たな事業

ト

展開など）

湖北・湖北

）

台地区の公共施設等整

政

備の進捗状況との整合

策

が必要になるため、今

・

後も歩調をあわせてい

経

く。ただし、その間に

常

図書館サ

ービスの今後

■

の展開を検討しておく

る

政

必要はある。

策　■経常　□なし

事

現況値 99 目標値 10

務

0 事業費(千円) 正職

事

員人件費(千円)
単位

業

千件
実績値 94 達成率 94.00 予算額 576 5,046

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 565 5,046

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

図書館電算システムの整備は、資料管理及び市民の学習機会の提供のために必要な事業である。

事務事業名 図書館施設・設備維持管理 課　名 図書館

指　標 施設の安全性達成率（修繕実施個所／安全確保のための必要修繕個所 政策・経常 ■政策　■経常　□なし

現況値 100 目標値 100 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 %

実績値 100 達成率 100.00 予算額 11,762 4,611

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 11,187 4,611

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

今後とも、施設の環境整備に努め、安全で快適な読書環境を市民に提供していく必要がある。

事務事業名 図書館資料管理 課　名 図書館

指　標 所蔵資料数（図

施

事

書・雑誌・ＡＶ資料）

務

に対する2年連続不明

事

資料の割 政策・経常 □

業

政策　■経常　□なし

名

現況値 0.12 目標値

図

0.13 事業費(千円

書

) 正職員人件費(千円

館

)
単位 ％

実績値 0.1

の

2 達成率 108.33

情

予算額 20,284 1

策

報

6,356

事務事業の

化

施策への貢献度 ○高い

推

 ●普通 ○低い 評価

進

現状 実績値 19,87

課

8 16,356

事務事

　

業のあり方（事業の優

名

先度、事業の縮小や拡

図

充等、新たな事業展開

書

など）

市民の自主的な

館

学習を支援するために

を

指

、資料の適正な管理は

　

必要であり引き続き事

標

業を推進していく。延

イ

滞者に対する督促と貸

ン

出・

予約停止等のペナ

タ

ルティ、マナー向上キ

ー

ャンペーンの開催を通

ネ

し、利用者の意識向上

ッ

や延滞・不明資料の減

ト

少に繋げていく。



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

市民が学びたいときに学べる学習機会の充実や、市民の自主的な 学習施設の整備・充実を図ることで、市民の学習活動が活発にな

学習活動を支援していくうえで、身近な場所における様々な学習 ることが期待できる。

施設の整備・充実は欠かせない。整備の必要性、重要性、緊急性

を踏まえて優先順位を考え、限りある予算の中で工夫をしながら

市民の学習できる場を整えていくことは必要である。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、施設の休 学習施設ではコロナウイルス感染症に対応した予防策を講じた。

館や時間短縮などを余儀なくされたことで、利用者数が減少した また、施設の更新・修繕についても着実に取り組んだ。引続き計

。感染が収束するまでは「新しい生活様式」に基づき、施設の入 画的な施設の維持管理に努め、施策を推進していく。

館者数の制限や換気、消毒等を徹底し、また老朽化に伴う計画的

な補修・修繕を行うとともに、効率的効果的な施設運営に向けて

工夫に努める。

引き続き、市民ニーズを踏まえた整備を行い、快適に学習できる

ような環境を整えていく。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



の達成度が判断できるため。

推進体制の整備」施策に

②大学図書館との図書の相 大学図書館との連携強化は、市民の学習活動を支援する体制の強化につながるため。

互利用件数

③市民講師による生涯学習 生涯学習出前講座のメニュー数で、市民の学習活動を支援する体制の充実度が判断できるため。

出前講座のメニュー数

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 56 56 57 57

実績値 ％ 100

達成率 178.57

②

目標値 20 20 20 20

実績値 件 0

達成率 0.00

③

目標値 138 138 139 139

実績値 件 239

達成率 173.19

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 18,439 7,090 7,090 0(9)

 予算 人件費 22,533 25,926 25,926 0
 (千円)

合　計 40,972 33,016 33,016 0

事業費 17,044(10)

 実績値 人件費 22,533
 (千円)

合　計 39,577

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

市民の学習活動を支える体制の整備 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 51201

コード 主管部課 生涯学習課

(2)上位の政策 生涯学習体制の整備 図書館

   (基本計画の節) 鳥の博物館

さまざまな学習活動団体や関係機関が相互に連携するしく
関係課

みをつくり、情報の提供や、活動を支える体制を充実しま
(3)節の目的

す。また、地域の人材を生涯学習にいかすしくみや、生涯

学習を支える人が育つ環境をつくります。

市民の学習活動を活発にするため、市が行う生涯学習関連事業の体系化や事業内容の充実、情報の

共有化などを進めて、生涯学習振興に関する行政施策を総合的に推進します。また、学習に関する

情報提供、相談体制の充実を図るとともに、他の自治体や市民団体、大学、研究機関、企業などと

(4)施策の目的・展開方向 の連携を強化するなど、市民の学習活動を支援する体制を整備します。さらに、専門的な技術・経

験・知識を持つ市民を講師として学習活動にいかしていきます。

いつまでに 令和 3年度

市民
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

学習活動を支援する体制が整備されている。
どういう状態に

学んだ成果を人づくりやまちづくりに活かしてもらうためには、学習情報のみならず市民の様々な

活動情報を効果的に提供し、連携できるような環境づくりに努める必要がある。

(6)施策実施上の

　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①「生涯学習の機会充実や 市民アンケートにおける施策の満足度で、施策目標



構

・

事務事業の施策への貢

経

献度 ●高い ○普通 

常

○低い 評価 現状 実績値

□

10,341 8,70

政

0

事務事業のあり方（

策

事業の優先度、事業の

　

縮小や拡充等、新たな

■

事業展開など）

今後も

経

市民の多様なニーズに

常

対応するため、質の向

成

　

上を目指し事業を継続

□

して実施していく必要

な

がある。

し

現況値 1

事務事

4

業名 生涯学習に関する

目

情報提供と相談対応 課

す

標

　名 生涯学習課

指　標

値

人材情報、団体・グル

1

ープ情報（ホームペー

4

ジ）へのアクセス数 政

事

策・経常 □政策　■経

業

常　□なし

現況値 2,

費

976 目標値 3,30

(

0 事業費(千円) 正職

千

員人件費(千円)
単位

円

件
実績値 4,966 達

る

)

成率 150.48 予算

正

額 522 3,480

事

職

務事業の施策への貢献

員

度 ●高い ○普通 ○

人

低い 評価 現状 実績値 5

件

22 3,480

事務事

費

業のあり方（事業の優

(

先度、事業の縮小や拡

千

充等、新たな事業展開

円

など）

市民が自由に学

事

)

ぶことができる環境を

単

確保することは、生涯

位

学習の理念に照らし合

回

わせても重要な施策で

実

ある。

績値 14 達

事務事業

務

成

名 生涯学習推進計画の

率

進行管理 課　名 生涯学

1

習課

指　標 実施計画に

0

位置づけられた事業の

0

進捗率 政策・経常 □政

.

策　■経常　□なし

現

0

況値 100 目標値 10

0

0 事業費(千円) 正職

予

員人件費(千円)
単位

算

％
実績値 100 達成率

事

額

100.00 予算額 8

5

46 5,220

事務事

8

業の施策への貢献度 ○

7

高い ●普通 ○低い

8

評価 現状 実績値 327

7

5,220

事務事業の

0

あり方（事業の優先度

事

、事業の縮小や拡充等

務

、新たな事業展開など

事

）

生涯学習における様

業

業

々な事業について、市

の

民から選出された委員

施

に意見を聞き、常にニ

策

ーズを把握することは

へ

、生涯学習を推進して

の

いくうえで必要不可欠

貢

である。

献度 ●高い

事務事

 

業名 市外図書館・大学

○

・関係機関との連携協

普

力 課　名 図書館

指　標

通

年間相互貸借冊数 政策

 

・経常 □政策　■経常

○

　□なし

現況値 6,3

低

26 目標値 8,000

い

事業費(千円) 正職員

評

人件費(千円)
単位 冊

価

実績値 6,326 達成

現

率 126.46 予算額

状

1,901 3,132

実

事務事業の施策への貢

績

献度 ●高い ○普通 

値

○低い 評価 現状 実績値

1

1,820 3,132

,

事務事業のあり方（事

2

業の優先度、事業の縮

6

小や拡充等、新たな事

2

業展開など）

入手が困

8

難なもの、地域色が強

7

く他に利用の見込めな

0

いものなど、市民の多

事

種多様な要望に応える

務

ためにも全国の図書館

事

や類縁機関

等との連携

業

協力は必要不可欠であ

の

る。

あり方（事

事務事業名

業

子どもの読書活動推進

の

計画の進行管理 課　名

優

図書館

指　標 学校図書

先

館との連携による授業

度

支援 政策・経常 □政策

、

　■経常　□なし

現況

事

値 32 目標値 33 事業

業

費(千円) 正職員人件

の

費(千円)
単位 回

実績

縮

値 45 達成率 136.

小

36 予算額 50 261

や

事務事業の施策への貢

拡

献度 ●高い ○普通 

充

○低い 評価 現状 実績値

等

0 261

事務事業のあ

、

り方（事業の優先度、

新

事業の縮小や拡充等、

た

新たな事業展開など）

な

子どもの読書活動の推

事

進に関する施策を総合

業

的かつ計画的に推進し

展

、家庭・地域・図書館

開

・学校等における読書

な

環境の整備・充実を

図

ど

り相互の連携を深める

）

ことは、子どもが自ら

手

考え課題解決できる自

賀

立した人間に成長する

沼

ため重要である。

の鳥類の生息状況調査は、普及啓発を行うための基盤的な活動であり、今後も現状通り推進していく。

事務事業名 鳥類標本・資料の収集 課　名 鳥の博物館

指　標 収蔵標本数 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 3,672 目標値 3,500 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 点

実績値 3,672 達成率 104.91 予算額 1,637 435

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 1,677 435

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

標本資料の収集は調査研究および教育普及活動の基礎となるものであり、重要性が高い。

事務事業名 図書・映像資料の整理とデータ作成 課　名 鳥の博物館

指　標 書籍蔵書数 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 4,722 目標値 4,450 事業費(千円) 正職員

施

事

人件費(千円)
単位 冊

務

実績値 4,722 達成

事

率 106.11 予算額

業

1,146 435

事務

名

事業の施策への貢献度

鳥

○高い ●普通 ○低

類

い 評価 現状 実績値 1,

生

095 435

事務事業

息

のあり方（事業の優先

状

度、事業の縮小や拡充

策

況

等、新たな事業展開な

調

ど）

調査研究・教育普

査

及活動の基盤として優

課

先度が高い。

　名 鳥の博

事

物

務事業名 生涯学習普及

を

館

啓発事業 課　名 生涯学

指

習課

指　標 生涯学習ニ

　

ュース発行回数 政策・

標

経常 ■政策　■経常　

調

□なし

現況値 2 目標値

査

6 事業費(千円) 正職

回

員人件費(千円)
単位

数

回数
実績値 11 達成率

政

183.33 予算額 1

策

1,750 8,700



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

市民の学習活動が活発になるよう、他の自治体や市民団体、大学 学習情報の提供や相談体制の整備、関係機関との連携強化により

、研究機関などとの連携を強化するとともに、学習に関する様々 、市民の学習活動が活発になることが期待できる。

な情報の提供や相談に対応できる体制を整えていく必要がある。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、多くの事業が中止や延期と 新型コロナウイルス感染症の影響で関係団体との連携は十分行え

なった。また大学図書館との連携についても、大学側から学生以 なかったものの、学習情報の提供やデータの集積などは行えた。

外の入館について制限があり実施できなかった。満足度調査につ ひき続き市民の学習活動を支援できるよう施策を推進していく。

いても一部の事業でしか行えなかったため、結果として高い数値

となった。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



定理由

①体育施設の延べ利用者数 施設利用者数を参考にすることで、スポーツを通した交流や健康づくりを促進できているか把握す

るため

②学校体育施設開放利用者 学校体育施設開放利用者を参考にすることで、地域の交流、健康づくり促進ができているか把握す

数 るため

③市民体育館利用者数 市民体育館利用者数を参考にすることで、健康増進に寄与できているか把するため

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 100,000 105,000 110,000 110,000

実績値 人 63,227

達成率 63.23

②

目標値 210,000 210,000 210,000 210,000

実績値 人 70,693

達成率 33.66

③

目標値 175,000 220,000 225,000 230,000

実績値 人 84,248

達成率 48.14

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 389,693 192,825 214,688 0(9)

 予算 人件費 19,575 20,445 20,445 0
 (千円)

合　計 409,268 213,270 235,133 0

事業費 384,758(10)

 実績値 人件費 19,575
 (千円)

合　計 404,333

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

スポーツ施設の管理・整備と民間施設 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 51301

等の活用 コード 主管部課 文化・スポーツ課

(2)上位の政策 スポーツの振興

   (基本計画の節)

誰もが、いつでも、生涯をとおしてスポーツを楽しめる環
関係課

境をつくります。
(3)節の目的

安全で快適に活動できる環境を整備するため、市民体育館など市のスポーツ施設の適正な維持管理

を行うとともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、

施設の修繕を計画的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検

(4)施策の目的・展開方向 討を進めていきます。

いつまでに 令和 3年度

市民
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

安全で快適なスポーツ活動を行うことができる。
どういう状態に

　市民体育館施設を始めとした各社会体育施設や学校体育施設等の各種スポーツ施設は、老朽化が

著しく進行しており、今後、計画的な修繕、改修を行っていく必要がある。また、社会体育施設に

ついては、施設の効果的・効率的な管理運営を行うため、指定管理者制度を活用している。
(6)施策実施上の

　２箇所の多目的広場、市営ゲートボール場は、土地借上げによる施設となっていることから、安
　 課題と対応

定的な場の確保が問題となっている。

五本松運動広場について、再整備に向けて、ＪＦＡのアドバイスを得ながら基本計画、実施設計に

向けての検討を行う。

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設



構

育施設の延

事務事業名 近隣市町

べ

との体育施設の相互利

利

用・民間体育施設の一

用

般開放の推進 課　名 文

者

化・スポーツ課

指　標

数

一般開放している近隣

成

政

市町・民間企業等の体

策

育施設の数 政策・経常

・

□政策　□経常　■な

経

し

現況値 3 目標値 3 事

常

業費(千円) 正職員人

□

件費(千円)
単位 施設

政

実績値 3 達成率 100

策

.00 予算額 0 435

　

事務事業の施策への貢

■

献度 ●高い ○普通 

す

経

○低い 評価 現状 実績値

常

0 435

事務事業のあ

　

り方（事業の優先度、

□

事業の縮小や拡充等、

な

新たな事業展開など）

し

本事業は、市民のスポ

現

ーツ活動の場の確保と

況

して必要であり、市民

値

の健康維持・増進を図

6

るという施策実現に効

る

3

果的な事業となるた

め

,

現状どおり推進してい

2

く。

27 目標値

事務事業名

1

武道施設の建設整備の

0

検討 課　名 文化・スポ

事

0

ーツ課

指　標 整備計画

,

の進捗率 政策・経常 ■

0

政策　□経常　□なし

0

現況値 0 目標値 0 事業

0

費(千円) 正職員人件

事

費(千円)
単位 ％

実績

業

値 0 達成率 0 予算額 0

費

870

事務事業の施策

(

への貢献度 ●高い ○

千

普通 ○低い 評価 現状

務

円

実績値 0 870

事務事

)

業のあり方（事業の優

正

先度、事業の縮小や拡

職

充等、新たな事業展開

員

など）

本事業は、市民

人

のスポーツ進行という

件

施策の実現に効果的な

費

事業となるため、現状

(

どおり推進していく必

千

要がある。

事

円)
単位 人

事務

実

事業名 市民体育館管理

績

運営 課　名 文化・スポ

値

ーツ課

指　標 体育館施

6

設の利用者数 政策・経

3

常 ■政策　■経常　□

業

,

なし

現況値 84,24

2

8 目標値 175,00

2

0 事業費(千円) 正職

7

員人件費(千円)
単位

達

人
実績値 84,248

成

達成率 48.14 予算

率

額 121,310 2,

6

001

事務事業の施策

3

への貢献度 ●高い ○

.

普通 ○低い 評価 現状

2

実績値 117,622

3

2,001

事務事業の

予

あり方（事業の優先度

算

、事業の縮小や拡充等

額

、新たな事業展開など

1

）

本事業は、指定管理

3

者のノウハウを活かし

,

スポーツ振興を図るこ

8

とで、市民のスポーツ

6

活動のの拠点として浸

4

透していることから、

3

現状どおり推進してい

,

く。

567

事務

事務事業名

事

市民体育館維持補修 課

業

　名 文化・スポーツ課

の

指　標 維持補修進捗率

施

政策・経常 □政策　■

策

経常　□なし

現況値 1

へ

00 目標値 100 事業

の

費(千円) 正職員人件

貢

費(千円)
単位 ％

実績

献

値 100 達成率 100

度

.00 予算額 6,13

●

7 3,741

事務事業

高

の施策への貢献度 ●高

い

い ○普通 ○低い 評

 

価 現状 実績値 5,94

○

3 3,741

事務事業

普

のあり方（事業の優先

通

度、事業の縮小や拡充

 

等、新たな事業展開な

○

ど）

市民のスポーツ拠

低

点施設として安全に利

い

用してもらうため、今

評

後も現状どおり推進し

価

ていく必要がある

現状 実績値 1

事務事業名 市民体育

2

館改修事業 課　名 文化

,

・スポーツ課

指　標 改

9

修工事進捗率 政策・経

6

常 ■政策　□経常　□

7

なし

現況値 100 目標

3

値 100 事業費(千円

,

) 正職員人件費(千円

5

)
単位 ％

実績値 100

6

達成率 100.00 予

7

算額 237,805 3

事

,741

事務事業の施

務

策への貢献度 ●高い 

事

○普通 ○低い 評価 現

業

状 実績値 237,72

の

1 3,741

事務事業

あ

のあり方（事業の優先

り

度、事業の縮小や拡充

方

等、新たな事業展開な

（

ど）

利用者が安全に利

事

用するために引き続き

業

改修工事を進めていく

の

必要がある。

優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

本事業は、市民が安全で快適に活動できる環境を整備するという施策の実現に効果的な事業となっているため、、今後も引き続き推

進していく。

事務事業名 学校体育施設開放事業 課　名 文化・スポーツ課

指　標 延べ利用者数 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 70,693 目標値 210,000 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 人

実績値 70,693 達成率 33.66 予算額 2,438 1,392

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 2,368 1,392

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

本事業は、市民のスポーツ活動場所の確保という施策の実現に効果的な事業となっているが、プール開放について事業仕分けの結果

を踏まえ、開放校数や期間を縮小していく。

施

事務

事

事

務事業名 体育施設維持

業

補修（含む放射能対策

名

） 課　名 文化・スポー

体

ツ課

指　標 維持補修の

育

進捗率 政策・経常 ■政

施

策　■経常　□なし

現

設

況値 6 目標値 100 事

管

業費(千円) 正職員人

策

理

件費(千円)
単位 %

実

運

績値 6 達成率 6.00

営

予算額 8,139 3,

事

828

事務事業の施策

業

への貢献度 ●高い ○

課

普通 ○低い 評価 現状

　

実績値 8,137 3,

名

828

事務事業のあり

文

方（事業の優先度、事

化

業の縮小や拡充等、新

を

・

たな事業展開など）

本

ス

事業は、市民の健康維

ポ

持・増進のため、身近

ー

な場所で安全で快適に

ツ

活動できる環境を整備

課

するという施策の実現

指

に効果的な事業と

なっ

　

ているため、現状どお

標

り推進していく。

体



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

市民が安全で快適にスポーツが行える環境を整えるために、計画 スポーツ施設について、計画的に修繕を行うことは、市民が安全

的に施設を修繕することは有効な施策だある。また、公共で不足 で快適にスポーツ活動を行い健康づくりがあできる環境整備とし

する施設の民間施設活用は、市民がスポーツに親しむ環境づくり て必要である。また、不足するスポーツ施設の民間施設活用につ

は、節の目的達成に有効な手段である。 いても同様であり、引き続きスポーツ施設の管理・整備と民間施

設等の活用を推進していくことは節の目的に合致しており有効な

施策である。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

市民体育館や市内体育施設を計画的に改修・修繕して維持管理す 誰もが安全に安心してスポーツに親しめるよう計画的な維持補修

ること、民間体育施設や近隣市との相互利用を図ることは、節の 管理・整備を行った。また、施設の相互利用については、コロナ

目的である「誰もが、いつでも、生涯を通してスポーツを楽しめ ウイルス感染症の影響がある中でも安全確保に努めながら出来る

る環境を作る」ことであり、有効な施策である。 限り実施した。市民が生涯スポーツを楽しめるよう、計画的に環

境を整えていくことは必要であり、今後も引き続き施策を推進し

ていく。

改　善　検　討 ●要 　○不要

施策展開の改善点と展開方向

五本松運動広場など市内体育施設を総合的に活用をはかるために、近隣市の事例などを研究していく必要がある。

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



ポーツクラブの会員数

ブの会員数

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 500 1,000 1,000 1,000

実績値 人 410

達成率 82.00

②

目標値

実績値

達成率

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 14,417 16,567 16,578 0(9)

 予算 人件費 4,524 4,524 4,524 0
 (千円)

合　計 18,941 21,091 21,102 0

事業費 5,542(10)

 実績値 人件費 4,524
 (千円)

合　計 10,066

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

生涯スポーツの推進 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 51302

コード 主管部課 文化・スポーツ課

(2)上位の政策 スポーツの振興

   (基本計画の節)

誰もが、いつでも、生涯をとおしてスポーツを楽しめる環
関係課

境をつくります。
(3)節の目的

健康の保持・増進や地域のコミュニケーションづくりを図るため、スポーツ推進委員などと連携し

、誰もが参加できる総合型地域スポーツクラブを育成・支援します。また、生涯スポーツを支える

人材を確保するため、スポーツ指導者の養成に取り組みます。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

市民
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

生涯を通してスポーツに親しむことができる。
どういう状態に

　スポーツ・レクリエーション活動の拠点として、市内の中学校区毎に６つの総合型地域スポーツ

クラブが設立され活動を展開しているが、会員構成が高齢者中心となっているため、今後は子ども

世代を取り込んだ総合型地域スポーツクラブの設立に向けてプレ事業を開催する。また、既存６ク
(6)施策実施上の

ラブの充実を図る。
　 課題と対応

　生涯スポーツを支える人材を確保するため、我孫子市の公認スポーツ指導者養成講習会を開催し

、「楽しく」「正しく」「安全に」スポーツ本来の楽しさや素晴らしさを伝えることのできる指導

者の養成を行っていく。

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①総合型地域スポーツクラ 生涯を通して健康・体力づくりを推進するための総合型地域ス



構

ベント参加者数 政策・

成

経常 ■政策　■経常　

す

□なし

現況値 1,23

る

3 目標値 11,000

事

事業費(千円) 正職員

務

人件費(千円)
単位 人

事

実績値 1,233 達成

業

率 11.21 予算額 14,417 4,524

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 5,542 4,524

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

本事業は、市民の健康保持・増進やコミュニケーションづくりを図るという施策の実現に効果的な事業となっているため、現状どお

り推進していく。

施

事務事業名 健康スポー

策

ツ普及事業 課　名 文化

を

・スポーツ課

指　標 イ



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

既存の６つの総合型地域スポーツクラブに加えて新たな総合型地 健康の保持・増進等を図るため総合型地域スポーツクラブを育成

域スポーツクラブの設立は、今後の生涯スポーツを推進するため ・支援していくことやスポーツ指導者の養成は、節の目的に合致

に必要である。また、生涯スポーツを支える人材としての指導者 しており有効な施策である。

養成を図ることなどは、節の目的に合致しており有効な手段であ

る。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

総合型地域スポーツクラブを支援することや、スポーツ指導者を 生涯スポーツ推進のために、誰もが気軽にスポーツを楽しめる環

養成することは、節の目的である「誰もが、いつでも、生涯を通 境を整えることは有用であり、コロナウイルス感染症の影響はあ

してスポーツを楽しめる環境をつくります。」を達成するために ったものの地域型総合スポーツクラブの支援やスポーツ指導者養

有効な施策である。 成については着実に施策推進が図られた。

改　善　検　討 ●要 　○不要

施策展開の改善点と展開方向

新たな総合型市域スポーツクラブ設立に向けて具体的な事業展開をして行くことが必要である。

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



  と実績値

①

目標値 11,000 11,000 11,000 11,000

実績値 人 1,165

達成率 10.59

②

目標値

実績値

達成率

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 4,476 8,497 8,501 0(9)

 予算 人件費 4,524 4,524 4,524 0
 (千円)

合　計 9,000 13,021 13,025 0

事業費 4,193(10)

 実績値 人件費 4,524
 (千円)

合　計 8,717

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

スポーツを楽しむ機会の充実 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 51303

コード 主管部課 文化・スポーツ課

(2)上位の政策 スポーツの振興

   (基本計画の節)

誰もが、いつでも、生涯をとおしてスポーツを楽しめる環
関係課

境をつくり、スポーツを通じた健康づくりや交流をはかり
(3)節の目的

ます。

気軽にスポーツを楽しめるよう、スポーツ関係団体などとの連携によるスポーツ教室や、市民体育

大会等のスポーツイベントを開催して、参加機会の充実を図ります。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

市民
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

気軽にスポーツを楽しむことができる。
どういう状態に

多くの市民が気軽にスポーツを楽しめ、参加できるスポーツイベントとして、スポーツ団体との連

携で、市民体育大会、県民体育大会、チャレンジスポーツフェスタ、新春マラソン大会、ファミリ

ースポーツテスト、ボールゲームフェスタやチームラン・キッズランうなきちカップなどのスポー
(6)施策実施上の

ツイベントの開催を通して市民の健康づくりや交流の機会を創る。
　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①スポーツイベントの参加 市民体育大会・チャレンジスポーツフェスタ・新春マラソン大会・手賀沼エコマラソン等のイベン

者数 ト参加者数を把握することにより、市民が生涯をとおしてスポーツを楽しんでいるか把握できる

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

 



構

数 政策・経常 □政策　

成

■経常　□なし

現況値

す

37 目標値 150 事業

る

費(千円) 正職員人件

事

費(千円)
単位 人

実績

務

値 37 達成率 24.6

事

7 予算額 4,476 4

業

,524

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 4,193 4,524

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

本事業は、スポーツ振興を図るという施策の実現に効果的な事業となっているため、引き続き推進していく。

施

事務事業名 スポーツ振

策

興事業 課　名 文化・ス

を

ポーツ課

指　標 交付人



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

気軽に参加できるスポーツイベントの開催をとおして、多くの市 多くの市民が気軽にスポーツが楽しめるスポーツイベントを開催

民が気軽にスポーツを楽しめる機会を充実させることは、節の目 していくことは、節の目的に合致しており有効な施策である。

的に合致しており有効な手段である。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

新型コロナウィルス感染症防止のためにスポーツイベントが開催 新型コロナウイルス感染症の影響で、開催を中止・延期したイベ

できないなどの困難な状況もあったが、幅広い年齢層をターゲッ ントが多かったが、気軽にスポーツに親しめる機会の提供は心身

トにしたスポーツイベントを開催することにより、節の目的であ の健康に寄与することから有用な施策であり、安全対策を講じな

る「誰もが、いつでも、生涯を通してスポーツを楽しめる環境を がらできる範囲で施策推進を図った。

つくる」を達成するために有効な施策である。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



績値 ％ 0

達成率 0.00

②

目標値 90 90 90 90

実績値 ％ 0

達成率 0.00

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 137,538 142,304 134,361 0(9)

 予算 人件費 142,332 142,941 142,941 0
 (千円)

合　計 279,870 285,245 277,302 0

事業費 127,110(10)

 実績値 人件費 142,332
 (千円)

合　計 269,442

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

心身共に健康な児童・生徒の育成 施策 施策 教育総務部
(1)施策名 52101

コード 主管部課 学校教育課

(2)上位の政策 学校教育・幼児教育の充実 秘書広報課

   (基本計画の節) 指導課

子どもの個性や能力を生かし、創造性や自主性、社会性を
関係課

はぐくむと共に、子どもの心と体の発達に合わせた、きめ
(3)節の目的

細かい教育をすすめます。

思いやりのある豊かな心を育むため、人権・人間尊重の精神や社会性を育む規範意識の醸成など、

人間形成のための教育を推進します。また、健康管理の大切さを意識した健やかな生活を送ること

ができるよう、食育や健康教育の充実に努めます。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

児童・生徒
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

心身共に健やかな成長を遂げている
どういう状態に

・食に関する関心を深めるには、安心・安全な学校給食の提供と給食を教材とした食育の推進を図

ることが重要である。

(6)施策実施上の

　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①学校生活を意欲的に送っ いじめや非行のない環境と学校生活満足度は関連が認められるため。

ている児童・生徒の割合

②食に関する関心や理解度 食への関心や理解が高まることで、正しい食生活を営むことにつながり、ひいては心と体の健康を

が高まった子どもの割合 育むことができるため。

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 65 65 65 65

実



構

の４

事務事業名 我孫子

に

市学校保健会運営 課　

掲

名 学校教育課

指　標 生

げ

活習慣病予防検診実施

る

者/対象者 政策・経常

協

□政策　■経常　□な

議

し

現況値 48 目標値 8

事

0 事業費(千円) 正職

項

員人件費(千円)
単位

成

、

%
実績値 54 達成率 6

協

7.50 予算額 1,6

議

62 6,960

事務事

・

業の施策への貢献度 ○

調

高い ●普通 ○低い

整

評価 現状 実績値 1,0

事

55 6,960

事務事

項

業のあり方（事業の優

の

先度、事業の縮小や拡

合

充等、新たな事業展開

す

意

など）

総会等に諮りな

率

がら、適切な事業を実

政

施していく

策・経常 □

事務

政

事業名 日本スポーツ振

策

興センター災害共済給

る

　

付・任意保険給付事業

□

課　名 学校教育課

指　

経

標 日本スポーツ振興セ

常

ンター災害共済申請事

　

務件数 政策・経常 □政

■

策　■経常　□なし

現

な

況値 833 目標値 80

し

0 事業費(千円) 正職

現

員人件費(千円)
単位

況

件
実績値 595 達成率

事

値

134.45 予算額 9

1

,774 2,610

事

0

務事業の施策への貢献

0

度 ●高い ○普通 ○

目

低い 評価 現状 実績値 9

標

,683 2,610

事

値

務事業のあり方（事業

1

の優先度、事業の縮小

0

や拡充等、新たな事業

0

展開など）

児童生徒が

務

事

安心して学校生活を送

業

るため、事業の優先度

費

は高い。

(千円) 正

事務事

職

業名 学校給食備品管理

員

事業 課　名 学校教育課

事

人

指　標 計画表に基づく

件

、備品の設置率 政策・

費

経常 ■政策　■経常　

(

□なし

現況値 32 目標

千

値 80 事業費(千円)

円

正職員人件費(千円)

)

単位 %
実績値 32 達成

単

率 40.00 予算額 1

位

7,293 3,045

％

事務事業の施策への貢

業

実

献度 ○高い ●普通 

績

○低い 評価 現状 実績値

値

17,884 3,04

1

5

事務事業のあり方（

0

事業の優先度、事業の

0

縮小や拡充等、新たな

達

事業展開など）

本事業

成

は、学校教育の充実と

率

いう施策の実現に効果

1

的な事業となっている

0

ため、今後も引き続き

0

現状通り推進していく

.

。

00 予算額

事務事業名 学

0

校給食管理運営事業 課

1

　名 学校教育課

指　標

,

安心・安全でおいしい

7

学校給食の実施率 政策

4

・経常 ■政策　■経常

0

　□なし

現況値 94 目

事

標値 100 事業費(千

務

円) 正職員人件費(千

事

円)
単位 ％

実績値 94

業

達成率 94.00 予算

の

額 39,205 101

施

,790

事務事業の施

策

策への貢献度 ○高い 

へ

●普通 ○低い 評価 現

の

状 実績値 31,961

貢

101,790

事務事

献

業のあり方（事業の優

度

先度、事業の縮小や拡

○

充等、新たな事業展開

高

など）

本事業は、学校

い

給食の充実という施策

 

の実現に効果的な事業

●

となっているため、今

普

後も引き続き現状通り

通

推進していく。

 ○低い 評価

事務事業名 我孫子産米

現

及び我孫子産野菜の学

状

校給食の導入事業 課　

実

名 学校教育課

指　標 我

績

孫子産米・野菜が給食

値

で使用されていること

0

を知っている児童生徒

1

政策・経常 □政策　■

,

経常　□なし

現況値 8

7

6.5 目標値 90 事業

4

費(千円) 正職員人件

0

費(千円)
単位 ％

実績

事

値 86.5 達成率 96

務

.11 予算額 6,91

事

3 2,175

事務事業

業

の施策への貢献度 ○高

の

い ●普通 ○低い 評

あ

価 現状 実績値 6,01

り

0 2,175

事務事業

方

のあり方（事業の優先

（

度、事業の縮小や拡充

事

等、新たな事業展開な

業

ど）

本事業は学校教育

の

の充実という施策の実

優

現に効果的な事業とな

先

っているため、今後も

度

引き続き推進していく

、

。

事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

我孫子市教育大綱に基づいて教育行政を推進するためには、市長と教育委員会との連携強化や情報共有が必要不可欠であり、その役

割を担う総合教育会議を引き続き推進していく。

事務事業名 小中学校配置職員管理事業 課　名 学校教育課

指　標 臨時職員配置定数（臨時用務員１7名、事務補佐員６名、嘱託職員１ 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 24 目標値 24 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 人

実績値 22 達成率 91.67 予算額 24,519 7,830

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 23,959 7,830

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

会計年度任用職員(技能労務職）は、学校の実情を踏まえ様々な業務を行っており、円滑に学校を運営していく上で重要な役割を担

っている

施

事務事

事務事業名

業

児童・生徒・教職員健

名

康診断事業 課　名 学校

総

教育課

指　標 実施者数

合

/児童・生徒・教職員

教

健診対象者 政策・経常

育

□政策　■経常　□な

会

し

現況値 98 目標値 9

策

議

9 事業費(千円) 正職

運

員人件費(千円)
単位

営

％
実績値 96 達成率 9

事

6.97 予算額 33,

務

896 5,220

事務

課

事業の施策への貢献度

　

○高い ●普通 ○低

名

い 評価 現状 実績値 30

秘

,774 5,220

事

書

務事業のあり方（事業

を

広

の優先度、事業の縮小

報

や拡充等、新たな事業

課

展開など）

法令に規定

指

があり、健康保持に必

　

要な事業であるため、

標

現状どおり推進する

法第１条



構

・工事の実施率 政策・

成

経常 ■政策　□経常　

す

□なし

現況値 100 目

る

標値 100 事業費(千

事

円) 正職員人件費(千

務

円)
単位 %

実績値 10

事

0 達成率 100.00

業

予算額 0 2,175

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 2,828 2,175

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

本事業は、学校教育の充実という施策の実現に効果的な事業となっているため、今後も引き続き現状通り推進していく。

事務事業名 小中学校体育・文化活動事業 課　名 指導課

指　標 市内の体育活動や小中体育連盟等の活動費助成割合 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 100 目標値 100 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 ％

実績値 0 達成率 0.00 予算額 4,226 5,742

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 2,956 5,742

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

新型コロナウイルス感染防止対策の徹底を行い、事業の実施について工夫していく。

事務事業名 幼保小連携 課　名 指導課

指　標 「我孫子市幼保小連携・接続カリキュラム」を基にテーマを設定し

施

事

、 政策・経常 □政策　

務

■経常　□なし

現況値

事

0 目標値 5 事業費(千

業

円) 正職員人件費(千

名

円)
単位 地区

実績値 5

学

達成率 100.00 予

校

算額 50 3,045

事

給

務事業の施策への貢献

食

度 ○高い ●普通 ○

施

低い 評価 現状 実績値 0

策

設

3,045

事務事業の

設

あり方（事業の優先度

備

、事業の縮小や拡充等

整

、新たな事業展開など

備

）

新しい生活様式が求

事

められる中、個々の園

業

学校において、直接的

課

な交流活動が難しい中

　

でも、市が主導して共

名

通理解を図り、これま

を

学

での取組を持続できる

校

よう支援することが重

教

要である。

育課

指　標 修繕



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

我孫子産米・我孫子産野菜を学校給食で使用する地産地消、その 　思いやりのある豊かな心を育み、我孫子産米や我孫子産野菜を

給食を教材とした地域に根ざした一層の食育の推進、児童生徒の 含む学校給食から食への関心を高め、心と体の健康を育むことが

発達段階に応じた健康教育の観点から、市民ニーズや社会状況等 できる施策であり、児童生徒にとって重要であると考える。

にも適した施策である。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

心身ともに健康な子どもの育成は、「生きる力」を育む上で欠か 施策の実現をめざし取り組んだ各種事業は、児童生徒の心身のバ

すことのできないものであり、児童生徒の健康教育を推進する事 ランスの良い発達に寄与している。また、食育を通して郷土の農

業や、給食を教材とした地域に根ざした食育の推進は大変有効で 業を知ることや、生産者に関心を持ち感謝する気持ちを育むため

あると評価する。 にも本施策を推進することは効果的である。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



和 4年度 令和 5年度
   と実績値

①

目標値 90 90 90 90

実績値 ％ 83

達成率 92.22

②

目標値 72 72 72 72

実績値 p 136

達成率 188.89

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 987,179 285,825 251,503 0(9)

 予算 人件費 34,539 29,406 29,406 0
 (千円)

合　計 1,021,718 315,231 280,909 0

事業費 692,428(10)

 実績値 人件費 34,539
 (千円)

合　計 726,967

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

確かな学力の育成 施策 施策 教育総務部
(1)施策名 52102

コード 主管部課 指導課

(2)上位の政策 学校教育・幼児教育の充実 教育研究所

   (基本計画の節) 学校教育課

子どもの個性や能力を生かし、創造性や自主性、社会性を
関係課

はぐくむと共に、子どもの心と体の発達に合わせた、きめ
(3)節の目的

細かい教育をすすめます。

子どもの確かな学力を育成するため、少人数指導などの個に応じたきめ細かな指導を実施し、基礎

的・基本的な知識や思考力、判断力、表現力の習得を支援するとともに、主体的に学習に取り組む

姿勢を育みます。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

児童・生徒
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

主体的・協働的に学習に取り組むとともに、基礎的・基本的な知識や思考
どういう状態に

力・判断力・表現力を身につけている。

・ICT教育支援員、理数教育支援員、学校司書、スクールサポート教員、学級支援員等の派遣を充

実させる

・教職員研修の充実を図り、教職員の指導力の向上を図る
(6)施策実施上の

・校内研修を支えるために、要請訪問を充実させる
　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①授業アンケートによる授 児童・生徒が満足できるような、分かりやすい授業を行っているかが分かるため。

業満足度

②校内外の教職員研修会の 研修会を実施することで、授業改善が図られ、児童生徒の学力向上につながるため

実施回数

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令



構

標 スクー

事務事業名 小中

ル

学校コンピュータ教育

サ

の推進 課　名 指導課

指

ポ

　標 令和元年度学校基

ー

本調査を基準とした教

ト

育用タブレット型端末

教

１台あ 政策・経常 ■政

成

員

策　■経常　□なし

現

の

況値 33.47 目標値

配

0.97 事業費(千円

置

) 正職員人件費(千円

人

)
単位 人

実績値 0.9

数

7 達成率 100.00

政

予算額 860,870

策

2,523

事務事業の

・

施策への貢献度 ●高い

経

 ○普通 ○低い 評価

す

常

現状 実績値 603,6

□

09 2,523

事務事

政

業のあり方（事業の優

策

先度、事業の縮小や拡

　

充等、新たな事業展開

■

など）

ＩＣＴ環境を整

経

備することで、児童生

常

徒の学習を深めること

　

ができる。また、不登

□

校児童生徒への支援の

る

な

手立てとしても活用す

し

るこ

とも想定される。

現況値 7 目標

事務事業名 学級

値

経営の支援 課　名 指導

7

課

指　標 Ｑ－Ｕ検査の

事

事

結果や今後の学級経営

業

について複数で検討し

費

た学級担任 政策・経常

(

□政策　■経常　□な

千

し

現況値 100 目標値

円

100 事業費(千円)

)

正職員人件費(千円)

正

単位 ％
実績値 100 達

職

成率 100.00 予算

員

額 3,054 2,43

務

人

6

事務事業の施策への

件

貢献度 ○高い ●普通

費

 ○低い 評価 現状 実績

(

値 3,023 2,43

千

6

事務事業のあり方（

円

事業の優先度、事業の

)

縮小や拡充等、新たな

単

事業展開など）

変化の

位

激しい時代において、

人

児童生徒及び学級の状

事

実

態を、教職員が客観的

績

な数値によって理解す

値

ることは、児童生徒の

7

学校生活を支

える上で

達

必要である。

成率 100

事

業

.

務事業名 学校図書館活

0

用の推進 課　名 指導課

0

指　標 教育課程内で，

予

授業者が学校図書館や

算

市民図書館の図書を活

額

用したり 政策・経常 ■

9

政策　■経常　□なし

,

現況値 0 目標値 6 事業

3

費(千円) 正職員人件

4

費(千円)
単位 校

実績

8

値 13 達成率 216.

1

67 予算額 41,01

,

7 3,219

事務事業

3

の施策への貢献度 ○高

0

い ●普通 ○低い 評

5

価 現状 実績値 8,43

事

1 3,219

事務事業

務

のあり方（事業の優先

事

度、事業の縮小や拡充

業

等、新たな事業展開な

の

ど）

学校図書館の蔵書

施

管理システム導入によ

策

り、蔵書管理が適切に

へ

なされるようになり、

の

図書購入が効率的に行

貢

われる。図書の検索機

献

能

は、児童生徒の探求

度

的な学習を支え、主体

●

的な学びに寄与する。

高い ○普通

事務事業名 小中

 

学校教師用教科書及び

○

指導書の配付 課　名 教

低

育研究所

指　標 必要数

い

に対する配布数の割合

評

政策・経常 ■政策　■

価

経常　□なし

現況値 1

現

00 目標値 100 事業

状

費(千円) 正職員人件

実

費(千円)
単位 %

実績

績

値 100 達成率 100

値

.00 予算額 45,6

7

67 3,915

事務事

,

業の施策への貢献度 ○

6

高い ●普通 ○低い

0

評価 現状 実績値 45,

4

667 3,915

事務

1

事業のあり方（事業の

,

優先度、事業の縮小や

3

拡充等、新たな事業展

0

開など）

今まで通り進

5

めていく。

事務事業の

事務

あ

事業名 教職員研究論文

り

集の発行 課　名 教育研

方

究所

指　標 論文内容の

（

充実度 政策・経常 □政

事

策　■経常　□なし

現

業

況値 90 目標値 100

の

事業費(千円) 正職員

優

人件費(千円)
単位 %

先

実績値 90 達成率 90

度

.00 予算額 30 1,

、

131

事務事業の施策

事

への貢献度 ○高い ○

業

普通 ●低い 評価 見直

の

し 実績値 30 1,13

縮

1

事務事業のあり方（

小

事業の優先度、事業の

や

縮小や拡充等、新たな

拡

事業展開など）

この事

充

業が、子どもたちの確

等

かな学力の向上へつな

、

げるためには、人員が

新

足らない。優先度は低

た

いと考えられる。

な事業展開など）

少人数での指導や、きめ細やかな指導など教職員に求められる役割が多くなっている中、県の費用負担のみでは不足が生じるため、

市負担でスクールサポート委員の配置を行う必要がある。

事務事業名 学力向上推進事業 課　名 指導課

指　標 標準学力調査結果の活用法研修会を授業改善に活かせたか（アンケー 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 92 目標値 90 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 ％

実績値 92 達成率 102.22 予算額 24,320 8,526

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 22,328 8,526

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

児童生徒の学力向上には授業改善が必須であり，そのためには児童生徒の実態を経年で把握することがとても有効である。

施

事務

事務事業名 教職員

事

資質向上推進事業 課　

業

名 指導課

指　標 教育委

名

員会主催研修会受講者

ス

の満足度（アンケート

ク

調査） 政策・経常 □政

ー

策　■経常　□なし

現

ル

況値 98 目標値 90 事

サ

業費(千円) 正職員人

策

ポ

件費(千円)
単位 %

実

ー

績値 98 達成率 108

ト

.89 予算額 2,78

教

8 11,484

事務事

員

業の施策への貢献度 ●

の

高い ○普通 ○低い

配

評価 現状 実績値 1,7

置

36 11,484

事務

事

事業のあり方（事業の

業

優先度、事業の縮小や

を

課

拡充等、新たな事業展

　

開など）

新学習指導要

名

領の実施，若年層の教

学

職員の増加，一人一台

校

端末の配置等，教職員

教

の研修を充実させてい

育

くことは，今後ますま

課

す大切

になっていく。

指　



、主体的・対話的で深い学びが実現でき、学力向上につながる

にきめ細やかな指導ができ、教育活動の質の向上にも繋がる。全 。本施策は、基礎的・基本的な知識や思考力、判断力、表現力の

国学力・学習状況調査や標準学力検査の分析と活用方法について 習得を支援するとともに、主体的に学習に取り組む姿勢を育むこ

研修会を実施し、授業改善を目指した。また、ICT機器を効果的 とに重要なことから引き続き推進していく。

に活用した授業や、図書館を活用した授業を展開することで「主

体的・対話的で深い学び」の実現と、学力向上を目指した。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

 学力向上は、指導課における最重要施策として位置付けている 　確かな学力の育成は、児童生徒に「生きる力」を育むうえで重

。教職員の資質能力向上と学級支援・児童生徒支援（ALT、ICT教 要な施策である。教職員の働き方改革が進むことで、今まで以上

育支援員、理数教育支援員、学校司書、スクールサポート教員等 に子ども達に寄り添う時間が増加し、教育活動の質の向上をもた

）は、市の重要な事業である。提案型公共サービス民営化制度で らすと考えている。

採択された「小中学校コンピュータ教育の推進事業」により、児

童生徒や教職員がいつでもICT機器を快適に利用できる環境を維

持することができ、学習効果や校務の効率化につながり、「わか

る授業」の展開が期待できる。また、校務の効率化により、教職

員が児童生徒に関わる時間が増え、学力の向上が図られると考え

る。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

学力向上に向けて、教職員の資質向上を目指している。学級や児 確かな学力の育成は、生きる力の醸成における重要な施策であり

童生徒支援をするために、ALT等の配置・研修会の実施・要請訪 、教職員の校務が効率化されることで、今まで以上に子どもに寄

問等は重要な事業なので、積極的に実施している。「小中学校コ り添った指導が行えるようになり、教育活動の質の向上をもたら

ンピュータ教育の推進事業」を進めていくことで、校務がより効 すこととなる。またICT機器や学校図書館を有効に活用すること

率化され、教職員が児童生徒と向き合う時間が増え、今まで以上 で



標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 6 6 6 6

実績値 回 1

達成率 16.67

②

目標値 100 100 100 100

実績値 ％ 100

達成率 100.00

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 7,881 10,400 10,450 0(9)

 予算 人件費 6,699 5,568 5,568 0
 (千円)

合　計 14,580 15,968 16,018 0

事業費 6,206(10)

 実績値 人件費 6,699
 (千円)

合　計 12,905

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

小中一貫教育の推進 施策 施策 教育総務部
(1)施策名 52103

コード 主管部課 指導課

(2)上位の政策 学校教育・幼児教育の充実

   (基本計画の節)

子どもの個性や能力を生かし、創造性や自主性、社会性を
関係課

はぐくむと共に、子どもの心と体の発達に合わせた、きめ
(3)節の目的

細かい教育をすすめます。

子どもたちの学力向上や中１ギャップの解消、豊かな人間性・社会性の育成を図るため、９年間の

義務教育を通じた系統的・継続的な指導を行います。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

児童・生徒
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

確かな学力を身につけるとともに、豊かな人間性・社会性を育んでいる
どういう状態に

・小中学校の円滑な接続を重視し、学力向上と豊かな心の育成及び中１ギャップの解消を目指す、

９年間を見通した小中一貫教育の推進

・各中学校区で作成したグランドデザインを基に、学校と保護者、そして、地域がお互いに協働し
(6)施策実施上の

合いながら、それぞれの中学校区の特色を生かした教育を展開する
　 課題と対応

・小中一貫教育カリキュラムを支えるＩＣＴ教育の充実を図る

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①小中一貫合同研修会を実 小中交流を実施することで中１ギャップを解消し、小中学校をなめらかに接続するため

施した中区の数

②小中一貫共通カリキュラ 小中学校で共通したカリキュラムを活用し、分離型の小中学校の教育活動を一貫して行うため

ムの実施率

(8)指



構

貫カリキュラム授業の

成

実施 政策・経常 □政策

す

　■経常　□なし

現況

る

値 0 目標値 30 事業費

事

(千円) 正職員人件費

務

(千円)
単位 回

実績値

事

30 達成率 100.0

業

0 予算額 7,881 6,699

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 6,206 6,699

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

令和２年２月の我孫子市小中一貫教育基本方針の改訂をもとに、Abi☆小中一貫カリキュラムの改訂を進める。

施

事務事業名 小中一貫教

策

育の推進 課　名 指導課

を

指　標 Abi☆小中一



体型の小中一貫教育についても学校のあり方を含め検討していく

。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

　子どもの創造性と自主性を育む教育の充実を目指し、小中一貫 　小中一貫教育を通じた義務教育9年間は、社会に貢献できる自

教育を推進していく。各中学校区において、義務教育９年間で目 立した大人になるための基盤であり、生きる力の育成を図ること

指す「１５歳の姿」を共有し、グランドデザインを作成すること は、本市の重要な施策であると考えている。今後も、学校・保護

で、学校・保護者・地域が協働して、それぞれの中学校区の特色 者・地域が連携を図り、我孫子ならではの小中一貫教育となるよ

を生かした教育を展開できるようになる。このことにより、子ど うに努める。

もたちに「豊かな心」「確かな学力」「健やかな体」を育むとと 　

もに、ふるさと我孫子を愛し、誇りに思う子どもの育成を目指し 　

ていく。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

我孫子市小中一貫教育基本方針の改訂を行った。各中学校区のグ 小中一貫教育を通じて義務教育９年間を繋ぎ、社会に貢献できる

ランドデザインにそって、系統的・継続的に小中一貫教育が実施 自立した大人になるための基盤である、たくましく生きる力の育

された。それぞれの中学校区の特色を活かした教育を推進した。 成を図る教育を実践している。各中学校区においてグランドデザ

小中一貫教育を支えるICT教育の充実に向けては、「Abi-ICTカリ インに描かれた子ども像の育成に向けて、特色ある教育を実践し

キュラム」に沿って授業実践をし、授業での利活用を図った。 た。

引続き、施設分離型の小中一貫教育の推進を図るとともに施設一



9,374

実績値 台 9,374

達成率 100.00

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 719,596 937,762 734,553 0(9)

 予算 人件費 58,725 50,895 51,330 0
 (千円)

合　計 778,321 988,657 785,883 0

事業費 683,318(10)

 実績値 人件費 58,725
 (千円)

合　計 742,043

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

安心して快適に学べる教育・学習環境 施策 施策 教育総務部
(1)施策名 52104

の充実 コード 主管部課 総務課

(2)上位の政策 学校教育・幼児教育の充実 学校教育課

   (基本計画の節)

子どもの個性や能力を生かし、創造性や自主性、社会性を
関係課

はぐくむと共に、子どもの心と体の発達に合わせた、きめ
(3)節の目的

細かい教育をすすめます。

安心して快適に学べる教育・学習環境をつくるため、校舎等の老朽対策やＩＣＴ機器・備品の更新

を実施するなど、施設や設備、教育機器などの整備・充実に努めます。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

児童、生徒
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

教育・学習環境が充実し、安心して快適に学ぶことができる
どういう状態に

平成３１年度に策定した学校施設個別施設計画に基づき、長寿命化改修等を計画的に実施していく

。

(6)施策実施上の

　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①学校施設長寿命化改修等 平成３１年度に策定した学校施設個別施設計画に基づき、長寿命化改修等を計画的に実施し安全で

検討・着手・完了校数 快適な学習環境を整備する。

②学校に配置したタブレッ ＩＣＴ機器を活用したわかりやすい授業や、学ぶ環境がどのくらい整っているか分かるため。

ト端末の台数

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 1 1 1 3

実績値 校 0

達成率 0.00

②

目標値 9,374 9,374 9,374



構

修

予算額 19,974 4

繕

,350

事務事業の施

実

策への貢献度 ●高い 

施

○普通 ○低い 評価 現

校

状 実績値 16,921

数

4,350

事務事業の

政

あり方（事業の優先度

策

、事業の縮小や拡充等

・

、新たな事業展開など

経

）

法令に規定があり、

成

常

校内環境維持のために

■

必要な事業であること

政

から、現状どおり推進

策

する

　■経常　

事務事業名

□

小中学校管理運営事業

す

な

課　名 学校教育課

指　

し

標 予算執行率 政策・経

現

常 ■政策　■経常　□

況

なし

現況値 100 目標

値

値 100 事業費(千円

1

) 正職員人件費(千円

9

)
単位 ％

実績値 100

目

達成率 100.00 予

標

算額 336,116 2

値

2,620

事務事業の

る

1

施策への貢献度 ●高い

9

 ○普通 ○低い 評価

事

現状 実績値 275,9

業

59 22,620

事務

費

事業のあり方（事業の

(

優先度、事業の縮小や

千

拡充等、新たな事業展

円

開など）

小中学校の予

)

算で、多額を占める消

正

耗品・光熱水費を集中

事

職

管理することで適正な

員

予算執行を図ることが

人

できた。

件費(千円

事務事

)

業名 小学校の安全管理

単

員の配置 課　名 学校教

務

位

育課

指　標 未事故であ

校

った小学校 政策・経常

実

□政策　■経常　□な

績

し

現況値 13 目標値 1

値

3 事業費(千円) 正職

1

員人件費(千円)
単位

9

校
実績値 13 達成率 1

達

00.00 予算額 20

成

,894 1,305

事

率

務事業の施策への貢献

事

1

度 ○高い ●普通 ○

0

低い 評価 現状 実績値 2

0

0,111 1,305

.

事務事業のあり方（事

0

業の優先度、事業の縮

0

小や拡充等、新たな事

予

業展開など）

学校の安

算

全確保に寄与する事業

額

であるが、事業の効率

2

性を見直す

業

98,49

事務

5

事業名 小中学校備品管

1

理事業 課　名 学校教育

4

課

指　標 予算執行率 政

,

策・経常 ■政策　■経

7

常　□なし

現況値 10

9

0 目標値 100 事業費

0

(千円) 正職員人件費

事

(千円)
単位 %

実績値

務

100 達成率 100.

事

00 予算額 36,26

業

4 3,045

事務事業

の

の施策への貢献度 ●高

施

い ○普通 ○低い 評

策

価 現状 実績値 66,1

へ

69 3,045

事務事

の

業のあり方（事業の優

貢

先度、事業の縮小や拡

献

充等、新たな事業展開

度

など）

小中学校の備品

●

を計画的に購入するこ

高

とで学習環境の維持管

い

理を行った。

財政難で

 

要望する備品が買えな

○

い学校も多いため、安

普

全面にも考慮しながら

通

事業を進めていく

 ○低い 評価

事務事業名 学級編制

現

及び学籍管理　　（法

状

令に基づく適切な事務

実

）事業 課　名 学校教育

績

課

指　標 適切な事務の

値

遂行。 政策・経常 □政

2

策　■経常　□なし

現

9

況値 100 目標値 10

6

0 事業費(千円) 正職

,

員人件費(千円)
単位

4

%
実績値 100 達成率

5

100.00 予算額 3

8

5 8,700

事務事業

1

の施策への貢献度 ○高

4

い ●普通 ○低い 評

,

価 現状 実績値 0 8,7

7

00

事務事業のあり方

9

（事業の優先度、事業

0

の縮小や拡充等、新た

事

な事業展開など）

法令

務

に従い、今後も市にお

事

いて業務を執行する

業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

学校施設の維持管理に必要不可欠な事業であり、今後も現状どおり推進していく。

事務事業名 学校施設の老朽化対策 課　名 総務課

指　標 長寿命化改修設計委託内容検討校数 政策・経常 ■政策　□経常　□なし

現況値 1 目標値 1 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 校

実績値 1 達成率 100.00 予算額 0 3,045

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 0 3,045

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

我孫子市学校施設個別施設計画により老朽化した小中学校施設を計画的に改修する必要がある。

事務事業名 小中学校屋内運動場空調設備整備事業 課　名 総務課

指　標 設計完了校数 政策・経常 ■政策　□経常　□なし

現況値 6 目標値 6 事業費(千円) 正職員人件費(

施

事

千円)
単位 校

実績値 6

務

達成率 100.00 予

事

算額 7,818 870

業

事務事業の施策への貢

名

献度 ●高い ○普通 

小

○低い 評価 現状 実績値

中

7,700 870

事務

学

事業のあり方（事業の

校

優先度、事業の縮小や

施

拡充等、新たな事業展

策

設

開など）

児童生徒の熱

の

中症対策と避難所機能

維

向上のため、屋内運動

持

場への空調設備の整備

管

は必要不可欠である。

理 課　名 総

を

務

事務事業名 学校

課

の環境衛生事業 課　名

指

学校教育課

指　標 基準

　

値内校/全１９校 政策

標

・経常 □政策　■経常

改

　□なし

現況値 53 目

善

標値 100 事業費(千

工

円) 正職員人件費(千

事

円)
単位 ％

実績値 10

・

0 達成率 100.00



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

安全で安心して快適に学べる教育・学習環境を整備するため、老 　児童生徒が安全で、安心して快適に学ぶことができるための学

朽化した学校施設の改修や教育環境に合わせた施設改修は必要な 校施設の改修や、子ども達の発達段階に応じた学習環境を整えて

施策であると考える。 いくことは重要な事業であり、学びやすい環境をつくるために必

令和２年度からは、平成３１年度に策定した学校施設個別施設計 要な施策と考える。

画に基づき、学校施設の改修等を計画的に実施していく。 　今年度は、昨年度に策定した学校施設個別施設計画に基づき、

また、ICT機器や備品の更新を行うなど充実した設備を活用し、 子ども達が安心して快適に学ぶ環境の整備に一層努めていく。

児童生徒が快適に学ぶことができるよう整備していくことは重要

な施策と考える。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

校舎等の老朽化対策、教育機器及び備品等の更新・整備を実施す 児童生徒が安全で、安心して快適に学ぶことができるための学校

ることができた。 施設の改修や、子ども達の発達段階に応じた学習環境を整えてい

また、我孫子市学校施設個別施設計画に基づき、学校施設の整備 くことは重要な事業であり、学びやすい環境をつくるため、引続

・改修を実施した。 き本施策を推進する。

この他、ICT機器や教育機器を充実させることで、安心して快適

に学べる教育環境を整備することができた。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



ボランティ 地域ぐるみで子育てに関わっているかが分かるため。

アに参加した延べ人数

②職場体験学習に協力した 生徒の職場体験学習の内容が充実しているかが分かるため。

事業所などの延べ数

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 45,000 45,000 45,000 45,000

実績値 人 29,332

達成率 65.18

②

目標値 470 470 470 470

実績値 件 0

達成率 0.00

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 14,355 15,524 15,524 0(9)

 予算 人件費 3,219 2,349 2,349 0
 (千円)

合　計 17,574 17,873 17,873 0

事業費 13,345(10)

 実績値 人件費 3,219
 (千円)

合　計 16,564

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

地域全体で学校教育を支えるしくみづ 施策 施策 教育総務部
(1)施策名 52201

くり コード 主管部課 指導課

(2)上位の政策 地域に根ざした教育の充実 学校教育課

   (基本計画の節)

子どもが地域に愛着と誇りを持てるよう、地域と交流し、
関係課

地域の人に学ぶしくみをつくります。また、我孫子の自然
(3)節の目的

や文化などを活用した我孫子らしい教育をすすめます。

学校教育を地域全体で支えるため、ＰＴＡと協働し、市内の全小中学校に設置されている学校支援

地域本部を中心に、自然や歴史、文化、人材などの地域資源を学習や部活動に活用していきます。

また、学校評議員制度による開かれた学校づくりに取り組み、学校と地域の交流の拡大を図ります

(4)施策の目的・展開方向 。

いつまでに 令和 3年度

学校関係者（児童・生徒）と地域の人々
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

お互いの交流が活発になり、地域全体で学校教育を支えている。
どういう状態に

・地域に在住している潜在的な学校支援ボランティアを地域行事や学校行事等を通じて発掘する

・地域在住者によるボランティアに加えて、児童生徒に年齢が近い高校生、大学生による学習ボラ

ンティアへの参加を積極的に呼び掛けることにより、学習支援環境の整備に努める
(6)施策実施上の

・職場体験の充実を目指して、その受入事業所数の拡大を目的に、我孫子市キャリア教育推進協議
　 課題と対応

会を活用する

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①学校への支援



構

員による学校評価及び

成

改善への学校の取組み

す

状況。 政策・経常 □政

る

策　■経常　□なし

現

事

況値 80 目標値 90 事

務

業費(千円) 正職員人

事

件費(千円)
単位 ％

実

業

績値 84 達成率 93.33 予算額 504 870

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 223 870

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

学校評議員制度が定着してきており、学校と地域との連携が進んでいるため

事務事業名 キャリア教育の推進 課　名 指導課

指　標 「Abi-キャリア」を自校の教育課程（年間指導計画)に明示した学校 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 6 目標値 10 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 校

実績値 19 達成率 190.00 予算額 503 1,044

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 439 1,044

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

職場体験学習や職業人講話会の実施方法について、学校のＩＣＴ環境を活用した新しい方法を検討していく必要がある。

事務事業名 学校支援事業の充実 課　名 指導課

指　標 学校への支援ボランティアに参加したのべ人

施

事

数 政策・経常 □政策　

務

■経常　□なし

現況値

事

0 目標値 45,000

業

事業費(千円) 正職員

名

人件費(千円)
単位 人

学

実績値 29,332 達

校

成率 65.18 予算額

評

13,348 1,30

議

5

事務事業の施策への

員

貢献度 ○高い ●普通

策

制

 ○低い 評価 現状 実績

度

値 12,683 1,3

の

05

事務事業のあり方

充

（事業の優先度、事業

実

の縮小や拡充等、新た

課

な事業展開など）

学校

　

運営協議会設置と学校

名

支援地域本部事業（地

学

域学校協働活動事業）

校

の実施が令和２年度か

を

教

ら補助金の要件となっ

育

ている。学校運

営協議

課

会と設置はコロナ禍の

指

状況下でも急務となっ

　

ている。

標 学校評議



善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

　子どもたちが「ふるさと我孫子」を誇りに思えるように、学校 　子ども達に充実した価値ある教育活動を実施するには、地域の

・地域・行政が連携して「すべては子どもたちのために」の合言 協力は不可欠であり、その中核となる活動が学校支援地域本部事

葉のもとに活動していくことが重要である。思考力・判断力・表 業である。今後も、学校教育を地域全体で支えていただけるよう

現力のみならず、現在求められている主体性・多様性・協調性を に一層の連携に努めていく。

養うためにも、本施策の役割は大きい。

　学校支援地域本部事業としての地域ボランティア、学生ボラン

ティアによる学校支援を充実させていくことで、更なる効果的な

教育が展開できる。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

　子どもたちに充実した価値ある教育活動を実施するには、地域 子どもたちが「ふるさと我孫子」を誇りに思えるよう、地域・学

の協力は不可欠である。各中学校区において、学校支援コーディ 校・行政が連携して、学校支援を行っている。学校支援地域本部

ネーターを中心に、地域ボランティアの拡充に努めた。また、市 事業を中核とし、学校支援コーディネーターと学校担当者が連携

内にある高等学校や大学と連携して、学生ボランティアによる学 して、地域ボランティアや学生ボランティアによる学校支援の充

校教育活動の支援の充実を図った。 実に取り組んでいる。次年度は学校評議員制度に代わるコミュニ

ティスクールを各学校に設置していくための準備を行っていく。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改



00

②

目標値 500 500 500 500

実績値 人 244

達成率 48.80

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 7,049 5,502 1,549 0(9)

 予算 人件費 6,177 4,437 5,307 0
 (千円)

合　計 13,226 9,939 6,856 0

事業費 6,930(10)

 実績値 人件費 6,177
 (千円)

合　計 13,107

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

地域に密着した学習の場の提供 施策 施策 教育総務部
(1)施策名 52202

コード 主管部課 指導課

(2)上位の政策 地域に根ざした教育の充実 教育研究所

   (基本計画の節)

子どもが地域に愛着と誇りを持てるよう、地域と交流し、
関係課

地域の人に学ぶしくみをつくります。また、我孫子の自然
(3)節の目的

や文化などを活用した我孫子らしい教育をすすめます。

郷土について学ぶ機会を充実するため、地域学習や環境学習等を実施するとともに、地域に関する

資料を収集し学習に活用するふるさとカリキュラムを推進します。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

児童・生徒
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

地域に対する愛着を深めるとともに、郷土に関する知識を身につけている
どういう状態に

。

・各学校の教育課程の中に位置付けて、計画的に実施していくこと

・「ふるさと我孫子」への愛着を教職員および児童生徒が感じられるように学習を進める

(6)施策実施上の

　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①地域について学ぶ授業の 子どもたちが地域と郷土に愛着と誇りを持ち、心豊かに育つための機会を提供したかが分かるため

実施率 。

②高校生・大学生の学習支 高校生大学生の学習支援ボランティアを活用したか分かるため

援ボランティアの延べ参

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 100 100 100 100

実績値 ％ 100

達成率 100.



構

策

編集作業計画のうち実

・

施した割合 政策・経常

経

□政策　■経常　□な

常

し

現況値 80 目標値 1

□

00 事業費(千円) 正

政

職員人件費(千円)
単

策

位 %
実績値 100 達成

　

率 100.00 予算額

■

5,515 1,305

経

事務事業の施策への貢

成

常

献度 ○高い ○普通 

　

●低い 評価 現状 実績値

□

5,500 1,305

な

事務事業のあり方（事

し

業の優先度、事業の縮

現

小や拡充等、新たな事

況

業展開など）

学校での

値

活用率が低く、費用対

0

効果を考えると見直し

目

が必要。

す

標値 0 事業費(千円)

る

正職員人件費(千円)

事

単位 数
実績値 0 達成率

務

0 予算額 50 1,91

事

4

事務事業の施策への

業

貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 0 1,914

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

小・中学校の児童・生徒に、議会制民主主義の理解や我孫子市のまちづくりに関心を深めてもらうため、次年度は新型コロナ感染症

対策をして開催する。

事務事業名 ふるさとカリキュラムの実施 課　名 指導課

指　標 補助教材「ふるさと我孫子の先人たち」を活用した授業を実施した学 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 100 目標値 100 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 ％

実績値 100 達成率 100.00 予算額 1,472 1,653

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 1,430 1,653

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

小中一貫カリキュラムの２本柱の一つとして，本事業を充実させていく必要がある。

事務事業名 副読本(社会科副読本「わたしたちの我孫子」)の改訂 課　名 教育研究所

指　標 内容を

施

事

検討し指導計画及び評

務

価問題を改訂した割合

事

政策・経常 □政策　■

業

経常　□なし

現況値 8

名

0 目標値 100 事業費

子

(千円) 正職員人件費

ど

(千円)
単位 %

実績値

も

100 達成率 100.

議

00 予算額 12 1,3

会

05

事務事業の施策へ

策

課

の貢献度 ○高い ●普

　

通 ○低い 評価 現状 実

名

績値 0 1,305

事務

指

事業のあり方（事業の

導

優先度、事業の縮小や

課

拡充等、新たな事業展

指

開など）

小学校３・４

　

年生児童の社会科の学

標

習において、準教科書

子

的な役割を果たしてい

を

ど

る。

も議員の意

事務事業名

見

副読本（学習図鑑「ふ

の

るさと手賀沼」）の改

数

訂 課　名 教育研究所

指

政

　標 当該年度の第８版



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

　地域の自然の豊かさや我孫子市の発展に貢献した人物について 　我孫子の自然や文化に親しみ、我孫子についての知識を身につ

学ぶことで、子ども達が「ふるさと我孫子」について誇りと愛着 け、「ふるさと我孫子」に対する愛情を育んでいくための大切な

を感じる。「ふるさと我孫子」の学習を通して、新たな発見と驚 施策である。

き、そして感動を味わいながら学んでいけるように、学習環境の

整備を心がけていくことが重要である。それにより、郷土愛が生

まれ、自分の未来についての希望を持ち、地域の人々との交流を

通して学びを深めていくことができる。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

　子ども達が「ふるさと我孫子」について、愛着と誇りを持つた さまざまな教育活動を通して、「ふるさと我孫子」に対する愛着

めに、地域の自然の豊かさや、郷土の誇りである歴史上の人物、 や誇りを育んでいる。子ども達が我孫子の自然や文化に親しむと

我孫子市の発展に貢献した人物について学んでいる。また、地域 ともに、我孫子についての知識を身につけ愛着を深めている。

学習において地域の人々と交流したり、キャリア教育で地域の事 子どもが地域に愛着と誇りを持てるようにするため、本施策は重

業所で職場体験をしたり、話を聞いたりして学びを深めている。 要であり、我孫子の自然や文化などを活用した教育を引続き進め

ていく。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



支援して学校生活を過ごせるよう不登校の児童の割合を下げる必要があるため

校の合計） 。

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 100 100 100 100

実績値 ％ 99

達成率 99.00

②

目標値 1.5 1.5 1.5 1.5

実績値 ％ 2

達成率 75.00

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 254,374 265,820 265,820 0(9)

 予算 人件費 49,329 43,239 43,239 0
 (千円)

合　計 303,703 309,059 309,059 0

事業費 187,769(10)

 実績値 人件費 49,329
 (千円)

合　計 237,098

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

教育相談・支援体制の充実 施策 施策 教育総務部
(1)施策名 52301

コード 主管部課 教育研究所

(2)上位の政策 子どもの成長・自立への支援 学校教育課

   (基本計画の節)

学校、家庭、地域が連携し、地域の中で子どもが心豊かで
関係課

健全に育つための環境をつくります。
(3)節の目的

子どもの心と体の発達に応じた教育を推進するため、療育・教育システムの構築や特別支援教育の

充実、学校支援体制の強化に努めるなど、教育相談・支援体制の充実を図ります。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

子ども
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

心と体の発達に応じた教育を受けることができる。
どういう状態に

・多様化する子どもたちの実態や教育ニーズに対して、とくに学習面、生活面できめ細やかな配慮

や対応をしていく必要がある。

・特別支援教育をさらに充実させるために、保護者の理解と協力を得て個別の教育支援計画を作成
(6)施策実施上の

し、計画に基づいてきめ細かい支援を行う必要がある。
　 課題と対応

・長欠児童生徒対策として、不登校予防や解消に向けた支援体制と関係機関との連携強化を図る必

要がある。適応指導教室である「ヤング手賀沼」の機能拡充も長欠対策事業推進のため必要である

。

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①個別の指導計画の作成率 個に応じた適切な指導が行われるには、個別の指導計画作成率を向上させることが必要なため。

②不登校の出現率（小中学 児童の悩みの解決を



構

　

事務事業名

名

教育研究所巡回事業 課

学

　名 教育研究所

指　標

校

「個別の教育支援計画

教

・個別の指導計画」作

育

成率 政策・経常 □政策

課

　■経常　□なし

現況

指

値 95 目標値 100 事

　

業費(千円) 正職員人

標

件費(千円)
単位 %

実

成

学

績値 99 達成率 99.

校

00 予算額 1,629

長

4,350

事務事業の

の

施策への貢献度 ○高い

請

 ●普通 ○低い 評価

求

現状 実績値 1,600

に

4,350

事務事業の

基

あり方（事業の優先度

づ

、事業の縮小や拡充等

き

、新たな事業展開など

す

支

）

各学校の状況を確認

給

するために，年２回の

。

実施は必要である。

政策・経常 □

事務事業名 特別支

政

援教育推進事業 課　名

る

策

教育研究所

指　標 校内

　

委員会開催数 政策・経

■

常 □政策　■経常　□

経

なし

現況値 201 目標

常

値 225 事業費(千円

　

) 正職員人件費(千円

□

)
単位 回

実績値 215

な

達成率 95.56 予算

し

額 5,713 2,43

現

6

事務事業の施策への

事

況

貢献度 ○高い ●普通

値

 ○低い 評価 現状 実績

1

値 5,376 2,43

0

6

事務事業のあり方（

0

事業の優先度、事業の

目

縮小や拡充等、新たな

標

事業展開など）

特別支

値

援教育推進のために，

1

教職員の研修は不可欠

0

である。

務

0 事業費(

事務事

千

業名 教育研究所アドバ

円

イザー事業 課　名 教育

)

研究所

指　標 アドバイ

正

ザーの支援が役に立っ

職

た率・満足度（全校に

事

員

アンケートを実 政策・

人

経常 □政策　■経常　

件

□なし

現況値 80 目標

費

値 100 事業費(千円

(

) 正職員人件費(千円

千

)
単位 ％

実績値 90 達

円

成率 90.00 予算額

)

5,613 8,700

単

事務事業の施策への貢

位

献度 ●高い ○普通 

業

%

○低い 評価 見直し 実績

実

値 5,421 8,70

績

0

事務事業のあり方（

値

事業の優先度、事業の

1

縮小や拡充等、新たな

0

事業展開など）

校内支

0

援だけでは改善が難し

達

い困難なケースがあり

成

、学校と密に連携を図

率

りながら、そのような

1

児童生徒に即時に支援

0

できる本事業

は重要だ

0

と考える。

.00 予算

事務

額

事業名 就学相談事業 課

1

　名 教育研究所

指　標

3

就学相談で助言した就

3

学先と保護者が選択し

,

た就学先の一致率 政策

5

・経常 □政策　■経常

8

　□なし

現況値 86.

9

5 目標値 80 事業費(

6

千円) 正職員人件費(

,

千円)
単位 ％

実績値 8

0

4.8 達成率 106.

9

00 予算額 3,257

0

4,350

事務事業の

事

施策への貢献度 ○高い

務

 ●普通 ○低い 評価

事

現状 実績値 3,201

業

4,350

事務事業の

の

あり方（事業の優先度

施

、事業の縮小や拡充等

策

、新たな事業展開など

へ

）

対象者数の増加およ

の

び新型コロナ感染防止

貢

対策の観点から、事業

献

内容の精選と手法の工

度

夫を行っていく。

○高い ●普

事務事業名 長欠対策

通

事業 課　名 教育研究所

 

指　標 不登校の解消率

○

政策・経常 □政策　■

低

経常　□なし

現況値 6

い

0 目標値 70 事業費(

評

千円) 正職員人件費(

価

千円)
単位 ％

実績値 5

現

7 達成率 81.43 予

状

算額 10,879 3,

実

045

事務事業の施策

績

への貢献度 ○高い ●

値

普通 ○低い 評価 現状

7

実績値 10,464 3

1

,045

事務事業のあ

,

り方（事業の優先度、

6

事業の縮小や拡充等、

0

新たな事業展開など）

4

基本は今まで通り進め

6

ていくが、心の教室相

,

談員の勤務時間や勤務

0

曜日の拡充を検討して

9

いきたい。

0

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

本事業は、経済的理由により就学費用の支払に困難な児童・生徒の保護者に対して、就学に必要な費用の一部を支援することで世昨

目的の達成に寄与している。

事務事業名 教育支援委員会の運営 課　名 教育研究所

指　標 教育支援委員会で最適な就学を決定するための、就学児童生徒審議件 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 123 目標値 140 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 件数

実績値 132 達成率 94.29 予算額 32 2,784

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 32 2,784

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

特別な支援を要する児童生徒が増加傾向にあり、一人ひとりにあった就学指導、支援を行うためには継続して行う必要がある。

施

事務

事務事業

事

名 学級支援員派遣事業

業

課　名 教育研究所

指　

名

標 対象児童生徒への配

教

置率 政策・経常 □政策

育

　■経常　□なし

現況

扶

値 100 目標値 100

助

事業費(千円) 正職員

（

人件費(千円)
単位 %

策

要

実績値 100 達成率 1

保

00.00 予算額 81

護

,089 1,740

事

・

務事業の施策への貢献

準

度 ○高い ●普通 ○

要

低い 評価 見直し 実績値

保

77,931 1,74

護

0

事務事業のあり方（

児

事業の優先度、事業の

童

縮小や拡充等、新たな

を

生

事業展開など）

学校か

徒

らの派遣希望は絶えな

就

い。少しでも多くの支

学

援員を希望している。

援

今後も派遣が必要であ

助

る。

）事業 課



構

ースの保護者にアンケ

成

ートを実施し，相談の

す

満足度をはかる。 政策

る

・経常 □政策　■経常

事

　□なし

現況値 90 目

務

標値 100 事業費(千

事

円) 正職員人件費(千

業

円)
単位 ％

実績値 93 達成率 93.00 予算額 6,738 13,224

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 6,648 13,224

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

子どもに関する相談は常に存在するため、今後も継続していく必要がある。

事務事業名 適応指導教室「ヤング手賀沼」の運営 課　名 教育研究所

指　標 ヤング手賀沼に通級している児童生徒の出席率 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 53 目標値 60 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 %

実績値 57 達成率 95.00 予算額 5,835 2,610

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 5,492 2,610

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

複雑化する家庭環境や対人コミュニケーション力の不足など、多様な要因が絡み合い不登校が増えている。今後も本事業を継続して

いく必要性があると思われる。

施

事務事業名 教育相談・

策

発達相談事業 課　名 教

を

育研究所

指　標 継続ケ



制を整備することが出来た。 た関係部局等との連携を図り、子どものライフステージに応じた

長欠児童生徒対策事業については、不登校の児童生徒出現率は下 一貫した支援体制を目指すことは、支援体制の強化に効果的であ

がらず、更なる学校・関係機関との連携を図り支援する必要があ る。よって、次年度も継続して事業を推進する。

る。ヤング手賀沼については、我孫子地区での開設を進めた。

教育・発達相談では、相談件数が増加している。特に不登校の相

談が増加した。研究所と学校・関係機関で連携し対応することが

出来た。

改　善　検　討 ●要 　○不要

施策展開の改善点と展開方向

施策を推進するために各事業の必要性、関係部署との連携を検討し、事業を効率的に実施できるよう見直しを進めていく。

２　次　評　価

２

行政評価委員会 施策展

．

開の改善点と展開方向

施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

　特別支援教育の推進や発展は、共生社会の形成に大きな役割を 　現在、市内では特別支援学級数の増加に加え、通常学級に在籍

果たすと考えます。そのために、発達に支援が必要な児童生徒が する発達障害等の課題を抱える児童生徒数も増加している。また

将来、地域社会において、その力や可能性を発揮し、自立し社会 、不登校児童生徒数も思うように減少していかないという現状が

参加するための力を培っていくことが必要です。 あり、本施策の実施の意義は重要であると考えている。

　長欠児童生徒対策においては、不登校の児童生徒数は依然とし 　今後は、これまでの取り組み方の検討をすると同時に、関係部

て高水準で推移しており、支援の在り方等について、正しい認識 局等との一層の連携を図り、子ども達のライフステージに応じた

を持ち、組織として対応できるようにすることが必要です。また 一貫した支援体制を目指していく。

、不適応指導教室「ヤング手賀沼」の機能強化も行います。

　これらについて、教育研究所が主体となって、支援体制の構築

、事業の推進を目指します。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

特別支援教育の推進事業については、専門家チームで検討し、個 施策の実現を目指し取り組んだ各事業は、児童生徒の育ちや社会

別の教育支援計画の様式を変更することができた。また、合理的 的自立のためのスキルを身につける事や折れない心を形成するた

配慮について、保護者からの希望を把握し、面談で合意形成を図 めの重要な取り組みであると考える。また、教育研究所を核とし

る体



められるため

ている児童・生徒の割合

②子ども１１０番の家の設 少年が事件・事故に巻き込まれることを防ぐため、子ども１１０番の家を増やしていく

置数

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 0.65 0.65 0.65 0.65

実績値 ％ 0.6

達成率 92.31

②

目標値 830 830 830 830

実績値 か所 615

達成率 74.10

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 9,957 9,498 9,562 0(9)

 予算 人件費 12,267 15,747 15,747 0
 (千円)

合　計 22,224 25,245 25,309 0

事業費 8,664(10)

 実績値 人件費 12,267
 (千円)

合　計 20,931

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

いじめ・非行防止対策の推進 施策 施策 教育総務部
(1)施策名 52302

コード 主管部課 指導課

(2)上位の政策 子どもの成長・自立への支援 子ども相談課

   (基本計画の節) 教育研究所

学校、家庭、地域が連携し、地域の中で子どもが心豊かで 社会福祉課
関係課

健全に育つための環境をつくります。
(3)節の目的

子どもたちが安心して生活し、健やかに成長することができる環境をつくるため、教育委員会や学

校、保護者、市民などと連携しながら、いじめの未然防止や早期発見、早期対応に向けた取り組み

を進めます。また、青少年の非行を防止するため、ＰＴＡや少年指導員、防犯協議会などと連携し

(4)施策の目的・展開方向 て街頭パトロールを実施するとともに、非行防止に関する情報を積極的に提供していきます。

いつまでに 令和 3年度

青少年
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

いじめや非行の防止に向けた取り組みが展開され、子どもたちが健全に成
どういう状態に

長している。

・施策目的達成のため、現組織や街頭指導等の人員および情報提供等に関する環境は整備されてい

る。また、子ども110番の家や各地域の子ども見守り隊などが拡充されてきている。今後、更に市

民や関係機関との連携強化と情報交換を密に行い、子どもが安心して生活できる環境を整備してい
(6)施策実施上の

きたい。
　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①学校生活を意欲的に送っ いじめや非行のない環境と学校生活満足度は関連が認



構

情

事務事

報

業名 小中学生のための

提

いじめ・悩み相談ホッ

供

トライン 課　名 教育研

者

究所

指　標 児童生徒の

数

相談件数 政策・経常 □

政

政策　■経常　□なし

策

現況値 27 目標値 50

・

事業費(千円) 正職員

経

人件費(千円)
単位 件

成

常

実績値 17 達成率 34

□

.00 予算額 2,31

政

2 435

事務事業の施

策

策への貢献度 ○高い 

　

○普通 ●低い 評価 見

■

直し 実績値 2,141

経

435

事務事業のあり

常

方（事業の優先度、事

　

業の縮小や拡充等、新

□

たな事業展開など）

相

す

な

談件数が年々減少して

し

おり、本来の役割を十

現

分に果たせたとはいい

況

がたい。

値 500 目

事務事

標

業名 いじめ問題対策連

る

値

絡協議会等の運営 課　

5

名 子ども相談課

指　標

0

市いじめ問題対策連絡

0

協議会の開催回数を年

事

１回にする。 政策・経

業

常 □政策　■経常　□

費

なし

現況値 1 目標値 1

(

事業費(千円) 正職員

千

人件費(千円)
単位 回

円

実績値 1 達成率 100

事

)

.00 予算額 18 3,

正

045

事務事業の施策

職

への貢献度 ○高い ●

員

普通 ○低い 評価 現状

人

実績値 0 3,045

事

件

務事業のあり方（事業

費

の優先度、事業の縮小

(

や拡充等、新たな事業

千

展開など）

児童の心身

円

のすこやかな発達を支

務

)

援し、安心して学べる

単

教育や学習環境の整備

位

と充実に努めることが

人

必要であり、今後も充

実

実を図る

べき事業であ

績

る。

値 0 達成

事

率 0.00 予算額 10

業

1 2,088

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 90 2,088

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

当運動を展開することにより、市民相互の助け合い精神を高め、地域力を向上することにより、犯罪予防の向上や非行防止に寄与し

ていく。

事務事業名 少年センター業務 課　名 指導課

指　標 触法少年への積極的な声かけ活動の展開で安全な暮らしを確保する。 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 750 目標値 800 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 人

実績値 511 達成率 63.88 予算額 4,453 3,219

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 3,634 3,219

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

子ども達が安心して生活し、健やかに成長する環境を整えるために本事業の果たす意義は大きい。

事務事業名 いじめ防止対策事業 課　名 指導課

指　標 我孫子市いじめ防止等に

施

事

関する施策の実施 政策

務

・経常 □政策　■経常

事

　□なし

現況値 8 目標

業

値 8 事業費(千円) 正

名

職員人件費(千円)
単

社

位 回
実績値 8 達成率 1

会

00.00 予算額 3,

を

073 3,480

事務

明

事業の施策への貢献度

る

○高い ●普通 ○低

策

く

い 評価 現状 実績値 2,

す

799 3,480

事務

る

事業のあり方（事業の

運

優先度、事業の縮小や

動

拡充等、新たな事業展

課

開など）

いじめに苦し

　

む子どもをなくしてい

名

くため、いじめの未然

社

防止、早期発見、適切

会

な対応の取り組みを進

を

福

めていくこと、関係機

祉

関や専

門家など、多角

課

的な視点からの防止対

指

策を検討していくこと

　

は、今後も重要ナこと

標

である。

啓発活動



ども見守り隊の隊員登録数から

画的に実施するよう周知している。また少年センターだよりの中 も地域の子どもは地域で守る意識が高く、子どもはもとより市民

で、携帯電話やスマートフォンの使い方について保護者にも啓発 が安心して生活できる地域環境が整ってきている。地域の見守り

し、トラブルに巻き込まれないようにした。少年指導員を中心に 意識が高くなることで、防犯だけでなく、いじめに対しても抑止

学校や関係機関と連携し、パトロールを実施したり、不審者情報 効果がでてくる。指標に掲げる学校生活を意欲的に送っている児

を発信したりすることで、子ども達の健全育成と安全安心な環境 童・生徒の割合も目標値に対し高い割合を得られていることから

づくりに繋がっている。 も本施策は重要であり引き続き推

２

進していく。

改　善　

．

検　討 ○要 　●不要

施

施策展開の改善点と展

策

開方向

２　次　評　価

の

行政評価委員会 施策展

チ

開の改善点と展開方向

ェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

　いじめ防止対策では、いじめアンケートやQ-U検査の継続的実 　いじめ等防止対策においては、いじめアンケートをはじめとす

施と、児童生徒の主体的な活動を推進していくことが重要である る客観的な調査を継続して実施するとともに、その結果を基にし

。また、情報モラル教育の継続や、その防止策についての研修会 た迅速な対応を行うことが重要である。また、普段からいじめ等

を行っていくことが不可欠である。学校だけでなく、保護者や地 が起こらないような環境づくりを教職員、保護者、児童生徒等と

域と一緒に、いじめ根絶に向けた取組が必要であると考える。 協力し合いながら築き上げていくことも大切であると考えている

　児童生徒の健全育成のためには、少年指導員を中心に学校や関 。

係機関と連携することが、児童生徒の安全・安心な環境づくりに 　児童生徒の健全育成のためには、学校、保護者、少年指導員、

も大きく関わる。 警察等の関係機関と連携しながら活動を推進していく必要がある

。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

　いじめアンケートやQ-U検査を活用し、いじめの早期発見・早 いじめアンケートの実施やいじめ防止対策担当による巡回指導に

期対応に努めた。また、いじめ根絶に向けて、児童生徒が主体的 より、いじめの早期発見・早期対応に努めた。

に取り組めるよう、学校教育全体で取り組むようにした。インタ 　青少年の健全育成のため、少年指導員や学校、関係機関と連携

ーネットを介してのいじめ未然防止のため、情報モラル教育を計 しながら活動を推進している。子



実績値

達成率

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 2,777 1,733 1,837 0(9)

 予算 人件費 11,919 9,222 9,222 0
 (千円)

合　計 14,696 10,955 11,059 0

事業費 3,744(10)

 実績値 人件費 11,919
 (千円)

合　計 15,663

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

文化芸術活動への支援と環境整備 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 53101

コード 主管部課 文化・スポーツ課

(2)上位の政策 文化芸術の振興 生涯学習課

   (基本計画の節) 企画課

市民の自主的な文化芸術活動を推進するとともに、我孫子
関係課

で新たな文化や芸術活動が生まれ、発展していくための場
(3)節の目的

や機会を提供し、活動を支援します。

市民の自主的な文化芸術活動を促進するため、共催・後援事業の拡充を図ります。また、活動や発

表の場を提供するため、既存施設の効率的利用を一層進めるとともに、さまざまな整備手法を検討

しながら、文化を中心としたさまざまな交流やにぎわいを生み出す文化交流拠点施設の整備に取り

(4)施策の目的・展開方向 組みます。

いつまでに 令和 3年度

市民や文化団体
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

自主的な文化芸術活動が活発に行われている。
どういう状態に

・文化芸術に対する具体的な施策となるため、中・長期の見通しをたてる必要がある。

(6)施策実施上の

　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①文化芸術活動の発表機会 文化芸術の振興には、担い手への支援が必要であり、文化芸術の担い手の人々は展示会や発表会の

の数 場を求めている。その希望に応えることが、支援に繋がるものである。

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 110 115 115 115

実績値 件 28

達成率 25.45

②

目標値



構

「

79 予算額 1,189

建

3,654

事務事業の

設

施策への貢献度 ○高い

構

 ●普通 ○低い 評価

想

拡充 実績値 2,379

」

3,654

事務事業の

策

あり方（事業の優先度

定

、事業の縮小や拡充等

の

、新たな事業展開など

進

）

寄付者からの意向に

成

捗

沿い、子どもの創作活

率

動を育むことを目的に

政

これまで全国公募型の

策

児童文学賞を実施して

・

きた。

今後は、文学賞

経

の実施だけでなく、物

常

語を書く手始めのワー

■

クショップを実施する

政

ことなど、児童文学に

策

精通している有識者の

す

　

意見

□経常　□

事務事業名

な

新たな文化交流拠点施

し

設整備の検討 課　名 生

現

涯学習課

指　標 「建設

況

構想」策定の進捗率 政

る

値

策・経常 ■政策　□経

1

常　□なし

現況値 10

0

目標値 15 事業費(千

目

円) 正職員人件費(千

標

円)
単位 ％

実績値 10

値

達成率 66.67 予算

1

額 1,000 1,30

5

5

事務事業の施策への

事

貢献度 ●高い ○普通

業

 ○低い 評価 現状 実績

事

費

値 1,000 1,30

(

5

事務事業のあり方（

千

事業の優先度、事業の

円

縮小や拡充等、新たな

)

事業展開など）

事業の

正

優先度が高いため、今

職

後も進めていく。

員人件

務

費(千円)
単位 ％

実績

事

値 15 達成率 100.

業

00 予算額 0 1,566

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 0 1,566

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

建設に向けた検討を引き続き行う必要がある。

事務事業名 文化事業市民スタッフの活用 課　名 文化・スポーツ課

指　標 市民スタッフの稼働人数（スタッフ１名の半日勤務を１人と算定） 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 2 目標値 90 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 人

実績値 2 達成率 2.22 予算額 45 2,088

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 1 2,088

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

市民スタッフの持つ経験や専門的知識を活用できる効果的な事業である。

事務事業名 文化芸術振興活動支援 課　名 文化・スポーツ課

指　標 共催・後援事業で実施した事業への参加者（鑑賞者）数 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 5,804 目標値 50,000

施

事

事業費(千円) 正職員

務

人件費(千円)
単位 人

事

実績値 5,804 達成

業

率 11.61 予算額 5

名

43 3,219

事務事

新

業の施策への貢献度 ●

た

高い ○普通 ○低い

な

評価 現状 実績値 364

文

3,219

事務事業の

化

あり方（事業の優先度

策

交

、事業の縮小や拡充等

流

、新たな事業展開など

拠

）

コロナ禍でも対応出

点

来る、新たなイベント

施

開催方法を検討してい

設

く必要がある。

整備の検

を

討 課

事務事業名 めるへん文

　

庫 課　名 文化・スポー

名

ツ課

指　標 応募作品数

企

政策・経常 □政策　■

画

経常　□なし

現況値 1

課

25 目標値 190 事業

指

費(千円) 正職員人件

　

費(千円)
単位 編

実績

標

値 125 達成率 65.



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

文化芸術科活動への後援や活動の場の提供は、市民の自主的な活 市民の自主的な文化芸術活動を推進するに当たっては、活動の場

動を推進することは、節の目的に合致しており有効な手段である の提供や事業を後援することは、節の目的に合致しており有効な

。 施策である。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

市民の自主的な文化芸術活動を促進するために、後援協力事業を コロナウイルス感染症の影響で感染防止策を講じながら実施する

行うことや事業に市民スタッフの参画を促すこと、「めるへん文 事業を支援し、また、実施した。市民の文化芸術活動を推進する

庫事業」で子どもたちの創作活動を推進することは、有効な施策 ことや、活動の場や機会を提供するためにも有用な施策である。

である。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



、参加する機会の確保に繋がるため。

③子どもや若者のためのイ より多くの子どもたちに文化芸術の素晴らしさに触れるなど、子どもたちへの支援が必要であるた

ベントの入場者数 め。

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 220 220 220 220

実績値 団体 172

達成率 78.18

②

目標値 4,500 4,600 4,600 4,600

実績値 人 3,371

達成率 74.91

③

目標値 1,480 1,500 1,500 1,500

実績値 人 130

達成率 8.78

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 709 6,439 6,439 0(9)

 予算 人件費 12,180 6,786 6,786 0
 (千円)

合　計 12,889 13,225 13,225 0

事業費 296(10)

 実績値 人件費 12,180
 (千円)

合　計 12,476

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

新たな文化芸術活動の創出 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 53102

コード 主管部課 文化・スポーツ課

(2)上位の政策 文化芸術の振興

   (基本計画の節)

市民の自主的な文化芸術活動を推進するとともに、我孫子
関係課

で新たな文化や芸術活動が生まれ、発展していくための場
(3)節の目的

や機会を提供し、活動を支援します。

幅広い年代の市民が新たに文化芸術に親しめるよう、イベントや活動団体の情報を広く発信すると

ともに、ふれる機会や参加する機会の充実を図ります。また、さまざまな分野で我孫子の自然や風

土をいかした新たな文化芸術活動が生まれるよう、個人や団体への支援に努めます。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

新たに文化芸術に親しむ市民
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

新たな文化芸術活動に親しむ市民が増えるとともに、新たな文化芸術活動
どういう状態に

が創設されている。

どの施策もより多くの方に参加（事業・鑑賞）してもらうことが課題である。参加（事業・鑑賞）

者が少ない施策については早めに見直していく。

(6)施策実施上の

　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①文化芸術団体の数 文化芸術の発展には、様々な分野で新たな文化が生まれる事が望まれる。団体活動が活発となるに

は、団体数の増加が望まれる。

②文化芸術団体に所属する 新たに文化芸術に親しむ方々が増えるよう、触れる機会や参加する機会の充実が必要であり、団体

人の数 に所属することが



構

）

標値 1 事業費(千円)

者

正職員人件費(千円)

数

単位 回
実績値 0 達成率

政

0.00 予算額 99 1

策

,566

事務事業の施

・

策への貢献度 ○高い 

経

●普通 ○低い 評価 現

常

状 実績値 0 1,566

□

事務事業のあり方（事

政

業の優先度、事業の縮

成

策

小や拡充等、新たな事

　

業展開など）

音楽活動

■

をする人々に演奏の機

経

会を提供することは、

常

文化振興のさらなる発

　

展が期待できる。また

□

、子育て世代を含む大

な

人から子ど

もまで鑑賞

し

できるコンサートは貴

現

重である。

す

況値 0 目標値 4,20

る

0 事業費(千円) 正職

事

員人件費(千円)
単位

務

人
実績値 0 達成率 0.

事

00 予算額 0 4,08

業

9

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 0 4,089

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

文化祭は、文化活動をしている方々にとって貴重な発表の機会となっている。マンネリ化を防ぐため実行委員会において、実施手法

の工夫・見直しを検討する必要がある。

事務事業名 子どものための舞台鑑賞事業 課　名 文化・スポーツ課

指　標 入場者数 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 0 目標値 400 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 人

実績値 0 達成率 0.00 予算額 14 3,567

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 0 3,567

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

我孫子市子どものための舞台鑑賞実行委員会を組織し、事業の立案から実施までを市民と協働して行い、子どもに普段の生活では見

られないような舞台鑑賞の場を提供することができている。

事務事業名 寄贈作品の保存と

施

事

活用 課　名 文化・スポ

務

ーツ課

指　標 修復した

事

芸術作品の数 政策・経

業

常 □政策　■経常　□

名

なし

現況値 1 目標値 4

文

0 事業費(千円) 正職

化

員人件費(千円)
単位

祭

点
実績値 1 達成率 2.

課

50 予算額 296 1,

　

740

事務事業の施策

策

名

への貢献度 ●高い ○

文

普通 ○低い 評価 現状

化

実績値 296 1,74

・

0

事務事業のあり方（

ス

事業の優先度、事業の

ポ

縮小や拡充等、新たな

ー

事業展開など）

市へ寄

ツ

贈された絵画を活用し

課

、市民へ鑑賞してもう

指

らう。

を

　標 文化祭

事務事業

参

名 市民参加型コンサー

加

ト 課　名 文化・スポー

（

ツ課

指　標 実施回数 政

発

策・経常 □政策　■経

表

常　□なし

現況値 0 目



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

文化祭を始めとした様々なイベントを開催することは、市民が新 文化芸術団体が行う様々なイベントや団体の情報を発信すること

たに文化芸術に親しめる機会となり新たな文化芸術活動に繋がる は,

ことから、節の目的に合致しており有効な手段である。 多くの市民が文化芸術に親しむことになり、そこから新たな文化

芸術活動に繋がる機会をつくること機会となり節の目的に合致し

ており有効な施策である。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

文化祭や市民コンサート、子どもの舞台鑑賞事業を行うことは、 令和２年度はコロナウイルス感染症の影響で例年実施していた事

市民の新たな文化芸術活動を創出させるきっかけになり、有効な 業のほとんどが中止となったが、様々な文化芸術事業を市民とと

施策である。 もに実施することは、節の目的達成に有効な施策であることから

手法の工夫もしながら引続き推進していく。

改　善　検　討 ●要 　○不要

施策展開の改善点と展開方向

文化祭については、現在９月から１２月までの長期間に及び、文化祭としての纏まり感に欠けること、市民文化団体の高齢化に伴

い、開催期間の短縮や効果的な発表のあり方などを検討していく必要がある。

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



者数 数を指標とすることで、ＰＲや情報の発信度を図れるため。

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 7 7 7 7

実績値 団体 2

達成率 28.57

②

目標値 1 2 2 2

実績値 件 1

達成率 100.00

③

目標値 420 450 450 450

実績値 人 0

達成率 0.00

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 725 725 725 0(9)

 予算 人件費 3,132 2,001 2,001 0
 (千円)

合　計 3,857 2,726 2,726 0

事業費 517(10)

 実績値 人件費 3,132
 (千円)

合　計 3,649

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

地域文化・郷土芸能の保存と継承 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 53201

コード 主管部課 文化・スポーツ課

(2)上位の政策 地域文化の保存と継承

   (基本計画の節)

我孫子に伝わる生活文化を大切にし、次の世代に伝えます
関係課

。また、季節の行事、祭りや郷土芸能を継承し育成します
(3)節の目的

。

我孫子に伝わる生活文化や貴重な郷土芸能を保存し、継承していくため、聞き取りや現地踏査など

の調査・研究を行うとともに、活動のＰＲなど情報発信の充実、後継者育成のための支援に取り組

みます。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

市民、郷土芸能団体
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

郷土芸能団体の活動内容が市民に広く認識されているとともに、後継者の
どういう状態に

育成が進んでいる。

発表会における観覧者の動員

(6)施策実施上の

　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①郷土芸能祭に出演してい 生活文化や郷土芸能は将来に渡り継承していく必要があり、その担い手である団体を把握しつつ、

る郷土芸能団体（クラブ 団体を支援する必要があるため。

②市が主催した生活文化・ 生活文化や郷土芸能は将来に渡り継承していく必要があり、行政として、ＰＲ・情報を発信する場

郷土芸能にふれるイベン として、イベントを開催する必要があるため。

③生活文化・郷土芸能にふ 生活文化や郷土芸能を保存と継承するには、多くの方々に触れていただくことも大事であり、入場

れるイベントの入場



構

郷土芸能祭参加者数 政

成

策・経常 □政策　■経

す

常　□なし

現況値 18

る

目標値 100 事業費(

事

千円) 正職員人件費(

務

千円)
単位 人

実績値 1

事

8 達成率 18.00 予

業

算額 725 3,132

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 517 3,132

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

古くから伝わる郷土芸能を実際に演じたり、鑑賞することで次世代への継承に大きく貢献するための貴重な事業である。

施

事務事業名 郷土芸能活

策

動の保護育成 課　名 文

を

化・スポーツ課

指　標



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

我孫子に伝わる生活文化や貴重な郷土芸能を保存・継承するため 郷土芸能祭への小中学生の参加や参加団体のＰＲなどの情報発信

、郷土芸能団体への支援・郷土芸能祭の開催は節の目的に合致し は節の目的に合致しており有効な施策である。

ており有効な手段である。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

郷土芸能祭を開催することにより、我孫子に伝わる生活文化や貴 郷土芸能祭を開催し、多くの人に地域文化や伝統芸能を知り、保

重な郷土芸能を保存・継承し、さらに後継者を育成することに繋 存していくことは、節の目的を達成するために必要な施策である

がることになる。 。令和２年度はオンラインで開催した。手法の工夫もしながら引

き続き推進していく必要がある。

改　善　検　討 ○要 　●不要

施策展開の改善点と展開方向

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



化財施設等の年間見学 歴史的・文化的遺産の活用事業の効果を知るためには、施設等への見学者の数は直接的に効果を図

者数 ることができるため。（杉村楚人冠記念館、旧村川別荘、白樺文学館、旧井上家住宅の合計）

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 18 19 20 21

実績値 件 18

達成率 100.00

②

目標値 20,000 20,100 20,500 20,500

実績値 人 10,036

達成率 50.18

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 74,143 142,535 106,727 0(9)

 予算 人件費 26,535 39,324 39,324 0
 (千円)

合　計 100,678 181,859 146,051 0

事業費 68,074(10)

 実績値 人件費 26,535
 (千円)

合　計 94,609

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

歴史的・文化的遺産の整備・活用 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 53301

コード 主管部課 文化・スポーツ課

(2)上位の政策 歴史的・文化的遺産の保存・活用

   (基本計画の節)

文化財を保存し、市民に広く親しまれるように活用します
関係課

。
(3)節の目的

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれあってもらうため、指定文化財制度や登録文

化財制度による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡な

どの文化財を計画的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

史跡などの文化財
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

文化財の保存・整備・活用が進んでいる。
どういう状態に

・展示会は見学者を増加する展示内容の検討が必要。

・「旧井上家住宅の保存と活用」の活用計画をもとに、各建物の保存整備工事の実施設計を策定し

、整備　工事が必要。
(6)施策実施上の

・白樺文学館、杉村楚人冠記念館、旧村川別荘を効果的運営する「我孫子の大正・昭和文化遺産」
　 課題と対応

による見学者数の増加。

・市史調査研究は資料所有者の理解と協力が必要。

・文化財保存活用地域計画は令和2年度までに計画を策定し、適切な事業推進をはかる必要がある

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①市の指定文化財の数 市の指定文化財の数は、保存状況を法的に確約されているものを最も端的に表すものであるため。

②文



構

　

目標値 4,900 事業

標

費(千円) 正職員人件

指

費(千円)
単位 人

実績

定

値 3,108 達成率 6

件

3.43 予算額 6,4

数

42 2,349

事務事

（

業の施策への貢献度 ○

累

高い ●普通 ○低い

計

評価 現状 実績値 5,6

）

74 2,349

事務事

成

政

業のあり方（事業の優

策

先度、事業の縮小や拡

・

充等、新たな事業展開

経

など）

市指定文化財の

常

よりよい活用方法、湖

□

北郷土資料室の展示内

政

容についてなど、引き

策

続き模索していく。

　■

す

経常　□

事務事業名 旧井上

な

家住宅の保存と活用 課

し

　名 文化・スポーツ課

現

指　標 母屋保存整備工

況

事実施設計 政策・経常

値

■政策　■経常　□な

1

し

現況値 70 目標値 1

る

7

00 事業費(千円) 正

目

職員人件費(千円)
単

標

位 ％
実績値 100 達成

値

率 100.00 予算額

1

20,839 6,61

8

2

事務事業の施策への

事

貢献度 ○高い ●普通

業

 ○低い 評価 現状 実績

費

値 20,274 6,6

(

12

事務事業のあり方

事

千

（事業の優先度、事業

円

の縮小や拡充等、新た

)

な事業展開など）

市指

正

定文化財である旧井上

職

家住宅の保存は必要な

員

事業である。

人件費(

務

千

事

円

務事業名 文化財保存活

)

用地域計画の推進 課　

単

名 文化・スポーツ課

指

位

　標 文化財保存活用計

件

画の策定 政策・経常 ■

実

政策　■経常　□なし

績

現況値 70 目標値 10

値

0 事業費(千円) 正職

1

員人件費(千円)
単位

事

8

％
実績値 100 達成率

達

100.00 予算額 5

成

81 1,131

事務事

率

業の施策への貢献度 ●

1

高い ○普通 ○低い

0

評価 現状 実績値 423

0

1,131

事務事業の

.

あり方（事業の優先度

0

、事業の縮小や拡充等

0

、新たな事業展開など

業

予

）

計画を作成し、文化

算

庁に認定された。

額 2,611 1,827

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 2,586 1,827

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

市指定文化財とすることで、貴重な文化財を保護することができるため、引き続き指定を行っていく。

事務事業名 杉村楚人冠邸の保存と活用 課　名 文化・スポーツ課

指　標 年間入場者数 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 2,612 目標値 4,000 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 人

実績値 1,962 達成率 49.05 予算額 11,669 7,221

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 11,034 7,221

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

市指定文化財でもある杉村楚人冠記念館について市民に広く周知する必要がある。

事務事業名 白樺文学館の運営 課　名 文化・スポーツ課

指　標 年間入場者数 政策・経常 ■政策　■経常　□なし

現況値 4,70

施

事

3 目標値 5,100 事

務

業費(千円) 正職員人

事

件費(千円)
単位 人

実

業

績値 2,837 達成率

名

55.63 予算額 30

文

,001 7,221

事

化

務事業の施策への貢献

財

度 ●高い ○普通 ○

の

低い 評価 現状 実績値 2

指

8,083 7,221

策

定

事務事業のあり方（事

調

業の優先度、事業の縮

査

小や拡充等、新たな事

と

業展開など）

白樺派や

保

民藝について学べる貴

存

重な施設であり、今後

支

はリニューアル等につ

援

いても検討していく。

課　

を

名 文化・

事務事業名 文化

ス

財施設の管理・活用 課

ポ

　名 文化・スポーツ課

ー

指　標 年間来場者数（

ツ

旧村川別荘） 政策・経

課

常 □政策　■経常　□

指

なし

現況値 3,351



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

「旧井上家住宅の保存と活用」「我孫子の大正・昭和文化遺産」 様々な制度や計画を通して歴史的・文化的遺産の保存整備や活用

の効果的な活用を図るため計画的に事業を進めることは、節の目 を図ることは節の目的に合致しており有効な施策である。

的達成に効果的な手段である。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

文化財を適切に保存し、活用していくことは、節の目的である「 「我孫子市文化財保存活用地域計画」を策定したことは今後の歴

文化財を保存し、市民に広く親しまれるように」と合致しており 史的文化的遺産の保存・活用を着実に進めていくうえで大きな成

、効果的である。我孫子市文化財保存活用地域計画を作成し展開 果となった。引続き計画適にこの施策を推進していく必要がある

することは、市民に対して、市が文化財についてのどのように取 。

り組んでいくかを明らかにすることであり、必要である。

改　善　検　討 ●要 　○不要

施策展開の改善点と展開方向

我孫子市文化財保存活用地域計画が実効性のある計画となるよう、関係各課と連携するとともに、市民の力を広く取り込んでいく

必要がある。

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



業費 30,335 38,770 38,770 0(9)

 予算 人件費 7,134 7,134 7,134 0
 (千円)

合　計 37,469 45,904 45,904 0

事業費 21,796(10)

 実績値 人件費 7,134
 (千円)

合　計 28,930

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

埋蔵文化財や歴史資料の調査・研究 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 53302

コード 主管部課 文化・スポーツ課

(2)上位の政策 歴史的・文化的遺産の保存・活用

   (基本計画の節)

文化財を保存し、市民に広く親しまれるように活用します
関係課

。
(3)節の目的

開発により滅失する埋蔵文化財や時代の流れにより散逸する歴史資料を後世に継承するため、発掘

調査や歴史資料の調査を進め、適切に記録保存します。また、報告書や資料集を刊行して、その成

果を市民に還元します。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

埋蔵文化財や歴史資料
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

調査・研究が進み、報告書や資料集が刊行されている。
どういう状態に

発掘調査については、事前の予測ができないため、柔軟な対応が必要。歴史資料調査は所有者との

調整が必要。市に移管する資料は整理を進めて目録を作成する必要がある。

(6)施策実施上の

　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①市史や埋蔵文化財に関す 埋蔵文化財の調査結果を記録保存する具体的な手段である刊行冊数を計ることにより、保存の進捗

る刊行物の累計 状況がわかるため。

(8)指標の目標値
単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

   と実績値

①

目標値 153 158 162 166

実績値 冊 153

達成率 100.00

②

目標値

実績値

達成率

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事



構

調

価 現状 実績値 3,49

査

7 3,219

事務事業

実

のあり方（事業の優先

施

度、事業の縮小や拡充

率

等、新たな事業展開な

（

ど）

引き続き市史資料

実

の刊行を行う。

施件数

成

／発掘

事務事業名 公共事業発

調

掘調査 課　名 文化・ス

査

ポーツ課

指　標 発掘調

し

査執行率 政策・経常 ■

な

政策　■経常　□なし

け

現況値 100 目標値 1

れ

00 事業費(千円) 正

ば

職員人件費(千円)
単

す

な

位 ％
実績値 100 達成

ら

率 100.00 予算額

な

815 957

事務事業

い

の施策への貢献度 ○高

件

い ●普通 ○低い 評

数

価 現状 実績値 209 9

）

57

事務事業のあり方

政

（事業の優先度、事業

策

の縮小や拡充等、新た

・

な事業展開など）

公共

る

経

施設の建設等に係る発

常

掘調査である。

□政策　■経常　

事

□なし

現況値 0 目標値

務

100 事業費(千円)

事

正職員人件費(千円)

業

単位 %
実績値 100 達成率 100.00 予算額 3,199 957

事務事業の施策への貢献度 ○高い ●普通 ○低い 評価 現状 実績値 2,562 957

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

市民生活に直結する調査は速やかに行う。

事務事業名 民間開発発掘調査 課　名 文化・スポーツ課

指　標 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 0 目標値 100 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 ％

実績値 100 達成率 100.00 予算額 3,376 1,131

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 168 1,131

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

市民の住宅を確保するために必要な事業である。

事務事業名 考古遺物整理 課　名 文化・スポーツ課

指　標 刊行冊数（累計） 政策・経常 □政策　■経常　□なし

現況値 63 目標値 65 事業費(千円) 正職員人件費(千円)

施

事

単位 冊
実績値 65 達成

務

率 100.00 予算額

事

18,951 870

事

業

務事業の施策への貢献

名

度 ●高い ○普通 ○

不

低い 評価 現状 実績値 1

特

5,360 870

事務

定

事業のあり方（事業の

遺

優先度、事業の縮小や

跡

拡充等、新たな事業展

策

発

開など）

引き続き刊行

掘

していく。

調査 課　名

事務

文

事業名 市史調査研究 課

化

　名 文化・スポーツ課

・

指　標 市史関係図書の

を

ス

刊行数 政策・経常 □政

ポ

策　■経常　□なし

現

ー

況値 86 目標値 88 事

ツ

業費(千円) 正職員人

課

件費(千円)
単位 冊

実

指

績値 88 達成率 100

　

.00 予算額 3,99

標

4 3,219

事務事業

発

の施策への貢献度 ●高

掘

い ○普通 ○低い 評



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

遺跡の発掘調査を実施し、発掘調査報告書を記録保存することや 遺跡の発掘調査や歴史的資料の調査研究、報告書を作成すること

、市民によって伝えられてきた古文書などの資料を目録化し刊行 は、失われつつある埋蔵文化財や散逸する資料を後世に継承する

することなど資料保存していくことは、節の目的に合致しており こととなり、節の目的に合致しており有効な施策である。

有効な手段である。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

遺跡を発掘した結果である「発掘調査報告書」や、市史資料の調 必要な発掘調査は滞りなく進め、また、市史資料の調査研究報告

査研究を反映させた「資料目録」「文化財報告」を作成すること についても着実に取り組みを進めた。本施策は成果が明らかにな

は、節の目的である「文化財を保存し、市民に広く親しまれるよ るまでには長い年月がかかるものの、我孫子の成り立ちを明らか

うにする」ことであり、有効な施策である。 にし、後世に継承していくことは有効であるため、引き続き取り

組みを進めていく。

改　善　検　討 ●要 　○不要

施策展開の改善点と展開方向

増え続ける埋蔵文化財出土遺物、市史資料（古文書、民具等）を適切に保存する施設および、展示公開する施設が必要である。

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向



令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度
   と実績値

①

目標値 1,000 1,200 1,200 1,200

実績値 人 0

達成率 0.00

②

目標値 180,000 210,000 240,000 250,000

実績値 件 230,190

達成率 127.88

③

目標値

実績値

達成率

財
　
　
源

年　　度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

事業費 2 657 657 0(9)

 予算 人件費 5,481 5,742 5,742 0
 (千円)

合　計 5,483 6,399 6,399 0

事業費 2(10)

 実績値 人件費 5,481
 (千円)

合　計 5,483

様式第２号

施策評価表（令和 2年度）

１．施策評価を行うための基本情報

施
　
策
　
内
　
容

歴史的・文化的遺産に関する情報発信 施策 施策 生涯学習部
(1)施策名 53303

の拡充 コード 主管部課 文化・スポーツ課

(2)上位の政策 歴史的・文化的遺産の保存・活用

   (基本計画の節)

文化財を保存し、市民に広く親しまれるように活用します
関係課

。
(3)節の目的

我孫子市の歴史的・文化的遺産を広く知らせていくため、さまざまな施設や媒体を活用して公開す

る場や機会を確保するとともに、市民団体や関係機関、小中学校などと連携し、地域の歴史や文化

について学ぶ機会を増やすなど、歴史や文化に親しめる環境づくりやしくみづくりを進めます。

(4)施策の目的・展開方向

いつまでに 令和 3年度

市内外の人々
(5)施策の目標 何（誰）を対象に

我孫子の歴史や文化について知る機会が十分提供されている。
どういう状態に

あびこ電脳考古博物館は情報更新頻度を上げて、より多くのアクセスを得る工夫が必要。説明板・

誘導板は設置場所の調整が必要。

(6)施策実施上の

　 課題と対応

施
　
策
　
指
　
標

(7)指標 指標の設定理由

①「文化財展」への入場者 歴史的・文化的遺産の活用事業の効果を知るためには、展示会への見学者の数は直接的に効果を計

数 ることができるため。

②文化財関連ウェブサイト 各ウェブサイトの閲覧件数を計ることにより、市内の歴史的・文化的遺産への関心などが計れるた

への年間アクセス件数 め。（電脳考古博物館、杉村楚人冠記念館、旧村川別荘、白樺文学館、各イベント等）

(8)指標の目標値
単位



構

　標 説明板・誘導板の

成

設置数（累計） 政策・

す

経常 □政策　■経常　

る

□なし

現況値 75 目標

事

値 77 事業費(千円)

務

正職員人件費(千円)

事

単位 基
実績値 0 達成率

業

0.00 予算額 2 2,001

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 2 2,001

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

引き続き必要な整備・新設等を行っていく。

事務事業名 文化財展示会の実施 課　名 文化・スポーツ課

指　標 文化財展示会来場者数 政策・経常 □政策　□経常　■なし

現況値 0 目標値 1,200 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 人

実績値 0 達成率 0.00 予算額 0 1,914

事務事業の施策への貢献度 ●高い ○普通 ○低い 評価 現状 実績値 0 1,914

事務事業のあり方（事業の優先度、事業の縮小や拡充等、新たな事業展開など）

実際の文化財を市民に見てもらう貴重な機会である。

事務事業名 電脳考古博物館の運営 課　名 文化・スポーツ課

指　標 電脳考古博物館アクセス件数 政策・経常 □政策　□経常　■なし

現況値 0 目標値 180,000 事業費(千円) 正職員人件費(千円)
単位 件

実績値 230,190 達成率 127.88 予算額 0 1,

施

事

566

事務事業の施策

務

への貢献度 ●高い ○

事

普通 ○低い 評価 現状

業

実績値 0 1,566

事

名

務事業のあり方（事業

文

の優先度、事業の縮小

化

や拡充等、新たな事業

財

展開など）

ホームペー

説

ジでの情報公開を行う

明

ことにより、電話での

策

板

問い合わせの削減、正

・

確な情報を市民にわか

誘

りやすく伝えることが

導

できる。

板の整備 課　

を

名 文化・スポーツ課

指



２．施策のチェック(ＤＯ＋ＣＨＥＣＫ)

①節の目的達成に貢献しているか(施策が効果的な手段になっているか）

②社会状況、環境変化や市民ニーズに適合しているか（施策展開の見直しや新たな施策の展開など）

③施策目標の設定は妥当か

施策チェック項目 ④施策を推進するために有効な事業を実施しているか

⑤市民との協働は考えられないか

⑥事業への財源配分は適切か

⑦事業への人員配置は適切か

事　前　評　価
施策主管課長 施策主管部長

「あびこ電脳考古博物館」ホームページを通して市内史跡や歴史 様々な施設や媒体を通じて我孫子の歴史的・文化的な遺産を広く

に関する情報を積極的に公開することは、節の目的に合致してお 市民に知らせることや市民団体、関係機関、小中学校と連携し学

り有効な手段である。 ぶ機会を増やすことは、節の目的に合致しており有効な施策であ

る。

行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向

事　後　評　価
施策主管課長 施策主管部長

文化財説明板・誘導板の整備や「あびこ電脳考古博物館」の整備 コロナウイルス感染症の影響等で文化財展など執行できなかった

、文化財展などの展示会の開催は、節の目的である、「市民に広 事業はあるもののホームページでの発信などできる限り施策に沿

く親しまれる」ことと合致しており有効な施策である。 った取り組みができた。我孫子の歴史的文化的遺産を多くの市民

に発信することは必要であるため、引き続き推進していく必要が

ある。

改　善　検　討 ●要 　○不要

施策展開の改善点と展開方向

我孫子市文化財保存活用地域計画では、文化財説明板と誘導板の整備は市民や来訪者が文化財を訪れやすく理解しやすくするため

に極めて重要である、としており、QRコードを添付するなど、先進技術を活用したものを計画的に配置する必要がある。

２　次　評　価
行政評価委員会 施策展開の改善点と展開方向


